
2012
（平成24年）

6月25日発行
第173号広報

今月号の主な内容
●植村直己冒険賞授賞式･記念講演会 ２
●チャレンジデー2012 ４
●河川の出水期に備える  ６
●巿政ニュース 22
●まちの話題 24
●くらしの情報  30
●豊岡偉人伝　 40

写真：竹野スノーケルセンター･ビジターセンター
　　　20周年記念イベント（詳細は24ページ掲載）



2広報とよおか　2012.6.25

　6月2日、日高文化体育館に2011「植村直己冒険賞」受賞者の斉藤　実さん（78歳・東京都在住）を迎え、
16回目となる授賞式を開催しました。
　斉藤さんは、39歳からヨットを始め、57歳で初めて世界一周を達成しました。2008年、“チャレンジ8”と名
付けた8度目のヨット単独世界一周（無寄港西回り）に74歳で挑戦。途中、艇体のトラブルや自身の事故な
どで寄港を余儀なくされましたが、豊富な知識と経験、度胸、そして強い精神力により3年を掛けた西回り単
独世界一周を達成しました。
　当日、選考委員の椎名　誠さんの選考評に引き続き、中貝市長から盾とメダルを受けた斉藤さんは「日
本の国で大きな表彰を受けたのはこれが初めて。本当にありがとうございました」と受賞の喜びを語りました。
　式の後、「孤闘 Fighting Alone ～地球8周の外洋航海～」と題した記念講演が行われ、約750人の観
衆を前に、世界の大海原にたった1人で挑み続けた航海の様子を、容赦なく襲い掛かる過酷な気象条件や
海賊襲撃など数々のエピソードを交えながら話しました。最後は「若い世代には、夢を持ち続けることを絶対
に忘れてほしくない」と締めくくりました。
　終了後には、植村直己さんの出身地区の国府地区公民館に会場を移動し、「受賞者を囲む会」が開催
されました。地元有志や植村さんの同級生など約100人が、心のこもった手料理で斉藤さんをもてなし、授
賞式では聞くことができなかった話や植村直己さんの思い出話などで大いに盛り上がりました。

《問合せ》植村直己冒険館☎44-1515

▲選考委員の椎名さんは「斉藤さんの驚くべき点は、過酷な西回り
で世界一周を達成したこと。忍耐力、勇気、知識など総合的な
力がないとできない快挙。そのことで若い世代を鼓舞してくれるだ
ろう」と選考評を述べた

▲オープニングでは、府中小学校3年生の児童が植村直己さんを
テーマに『ひろげよう！ぼくらの夢を』と題し、歌などを披露した

▲8度目の世界一周を達成し、船上で笑顔を見せる斉藤さん（2011
年9月）【写真提供：月刊KAZI】

▲中貝市長（右）から記念メダルを受け取り、記念撮影に応じる斉
藤さん

ヨットで単独「最高齢・最多」世界一周を達成
斉藤　実さんを迎え

植村直己冒険賞授賞式・記念講演会

「孤
こ

闘
と う

 F
フ ァ イ テ ィ ン グ

ighting A
ア ロ ー ン

lone  ～地球8周の外洋航海～」
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講
演
要
旨

『
孤
闘 Fighting Alone

〜
地
球
8
周
の
外
洋
航
海
〜
』

■
山
か
ら
海
へ

　

14
歳
の
時
、丹た
ん

沢ざ
わ

山さ
ん

塊か
い（
神
奈
川

県
）の
一
つ
鍋な
べ

割わ
り

山や
ま（
1
2
7
2
メ

ー
ト
ル
）を
登
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
山
登
り
を
始
め
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
山
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
、

20
年
間
、
ス
リ
ル
を
求
め
沢
登
り

や
岩
登
り
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。

後
に
、
近
所
の
方
の
勧
め
が
き
っ

か
け
で
ヨ
ッ
ト
を
始
め
ま
し
た
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
も
勧
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
何
の
努
力
も
必
要
と
し

な
い
こ
と
を
嫌
い
、
自
分
の
力
で
、

そ
し
て
足
腰
の
バ
ラ
ン
ス
で
操
る

ヨ
ッ
ト
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
に
の
め

り
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
世
界
一
周
へ
の
挑
戦

　

50
歳
で
仕
事
を
辞
め
、
残
り
の

人
生
を
ヨ
ッ
ト
で
の
世
界
一
周
に

さ
さ
げ
る
と
決
め
ま
し
た
。
そ
の

技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
、
1
9

8
6
年
に
メ
ル
ボ
ル
ン（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
）か
ら
大
阪
ま
で
の
ヨ
ッ

ト
レ
ー
ス（
ダ
ブ
ル
ハ
ン
ド
＝
2
人

乗
り
）に
出
場
し
ま
し
た
。

　

1
9
8
8
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
一
周
レ
ー
ス
に
出
場
し
ま
し

た
が
、
北
東
部
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン
沿

岸
で
心
臓
発
作
を
起
こ
し
リ
タ
イ

ア
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
レ
ー
ス

出
場
を
勧
め
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
か
ら「
お
前
は
遊
び
の
ヨ
ッ
ト

を
や
れ
」と
言
わ
れ
、
大
変
悔
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
幾
度
も
の
レ
ー
ス
に

出
場
し
て
い
る
う
ち
に
、
友
人
か

ら
世
界
一
周
レ
ー
ス
に
出
て
み
な

い
か
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
と
ん
で

も
な
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
や
る

こ
と
を
決
意
し
、
1
9
9
0
年
に

単
独
世
界
一
周
レ
ー
ス
の
出
場
資

格
を
獲
得
し
ま
し
た
。

■
ギ
ネ
ス
記
録
を
達
成

　

1
9
9
0
年
か
ら
2
0
0
1
年

に
掛
け
世
界
一
周
を
6
回
達
成
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
無
寄
港
で
の

世
界
一
周
を
し
て
な
か
っ
た
の
で
、

2
0
0
4
年
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
無
寄
港
世
界
一
周
を
世
界

最
高
齢（
71
歳
）で
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
、
ギ
ネ
ス
記
録
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
2
0
0
8

年
に
は
、
74
歳
で
西
回
り
無
寄

港
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
艇

体
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
修
理
な
ど
で

無
寄
港
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
77
歳
の
最
高
齢
で
世
界
一
周

を
達
成
し
、
最
多
8
度
目
と
合
わ

せ
、
自
身
が
持
つ
世
界
記
録
を
塗

り
替
え
ま
し
た
。

■
世
界
の
海
は
危
険
だ
が

　

世
界
の
海
に
は
海
賊
が
横
行
し

て
い
ま
す
。
私
も
エ
ク
ア
ド
ル
沖

で
海
賊
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
と
っ
さ
の
判
断
で
逃
げ

切
り
助
か
り
ま
し
た
。
世
界
の
海

は
非
常
に
危
険
な
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
欧
米
の
20
〜
30
代
の

若
者
は
、
危
険
を
覚
悟
で
ヨ
ッ
ト

レ
ー
ス
に
出
場
し
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
日
本
の
ヨ
ッ
ト
界
は
、
悲
し

い
か
な
そ
ん
な
危
険
な
レ
ー
ス
に

出
て
行
こ
う
と
し
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
中
か
ら
世
界
の
ヨ
ッ
ト
レ
ー

ス
に
出
場
す
る
方
が
現
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
海
の
冒
険
は
続
い
て
い
る

　

今
は
、
ヨ
ッ
ト
で
も
1
0
0
日

前
後
で
世
界
一
周
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
長
さ
約
8
メ
ー
ト
ル
の
手

こ
ぎ
ボ
ー
ト
で
世
界
一
周
に
挑
ん

で
い
る
女
性
が
い
ま
す
。
今
、
日

本
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
夢
中
で
す

が
、世
界
で
は
そ
ん
な
大
き
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
し
て
い
る
方
が
い
る
こ

と
も
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
で
す
。

■
親
友
と
の
交
信

　
〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
8
〞
で
は
、
当
初
、

日
本
に
帰
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
を
成
功
に
導
い
た
の

は
、
航
海
中
、
常
に
東
京
と
交
信

が
で
き
た
こ
と
で
す
。
イ
リ
デ
ィ

ア
ム
ホ
ー
ン（
出
力
1
0
0
ワ
ッ

ト
の
無
線
機
）を
使
っ
て
、毎
日
午

前
8
時
と
午
後
8
時
の
2
回
、
東

京
と
交
信
し
ま
し
た
。
事
務
局
の

ハ
ン
タ
ー
・
ブ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド

さ
ん
が
3
年
間
、
毎
日
欠
か
さ
ず

交
信
を
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
安

否
確
認
や
、
艇
体
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
の
修
理
の
手
配
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
交
信
が
な
か
っ
た
ら

成
功
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼

に
は
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
俺
は
絶
対
に
死
な
な
い
。
生

き
て
帰
っ
て
み
せ
る
」。
こ
れ
だ

け
は
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
誰
だ

っ
て
や
れ
ば
で
き
る
。
人
は
一
生

勉
強
と
苦
労
の
連
続
で
す
。
そ
し

て
常
に
身
体
を
動
か
し
続
け
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば

ど
ん
な
病
気
に
か
か
っ
て
も
、鍛
え

上
げ
た
身
体
が
治
し
て
く
れ
ま
す
。

　
「
慌
て
る
な
。
ゆ
っ
く
り
や
っ

て
も
間
に
合
う
よ
」。
何
事
も
慌

て
て
や
る
と
失
敗
し
ま
す
。
ヨ
ッ

ト
で
も
慌
て
て
操
船
す
る
と
機
材

を
壊
し
た
り
、
セ
ー
ル（
帆
）を
破

っ
た
り
し
ま
す
。
急
が
な
く
て
も

十
分
間
に
合
い
ま
す
。
パ
ニ
ッ
ク

に
陥
ら
な
い
精
神
力
を
身
に
付
け

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
も
、

慌
て
ず
行
動
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

■
夢
を
忘
れ
ず
に

　
「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

一
生
懸
命
や
っ
て
い
れ
ば
必
ず
天

は
助
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
常

に
夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
夢
を
持
つ
こ

と
は
、
そ
の
人
の
目
を
き
れ
い
に

し
て
く
れ
ま
す
。
苦
し
み
は
通
り

過
ぎ
て
し
ま
え
ば
忘
れ
ま
す
。
応

化
す
る
ん
で
す
。
素
晴
ら
し
き
か

な
、
わ
が
人
生
！

■
生
き
て
帰
っ
て
み
せ
る

▲記念講演会でヨット航海の足
跡を振り返る斉藤さん

▲“チャレンジ8”を終え横浜港に帰港した愛艇
「酒呑童子Ⅲ」（2011年9月）
　【写真提供:月刊KAZI】
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　「但馬ウオーキングクラブ　みち草」では、奈佐森林
公園からウェルストーク豊岡までのウォーキングを実
施しました。約60人の参加者は、新緑を楽しみながら
チャレンジデーに参加しました。

　5月30日、人口規模がほぼ同じ全国の自治体や地区同士で住民のスポー
ツ参加率を競う「チャレンジデー2012」が、全国一斉に行われました。
　市では、昨年に続く勝利を目指し、46,668人（53.0％）の方が参加しまし
たが、残念ながら大牟田市に勝利することはできませんでした。

《問合せ》スポーツ振興課☎21-9023

ラジオ体操（総合体育館前）ラージボール（総合体育館）ポールウォーキング（ウェルストーク豊岡）

チャレンジデー2012
ਤするもࣺ໓ならず!!

豊岡市
VS

大牟田市
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ダーツ（高橋校区）

市役所に大牟田市の
旗を掲げる中貝市長

ポールウォーキング（資母校区）グラウンドゴルフ（日高校区）

キンボール（竹野南校区）

グラウンドゴルフ（神美校区）

ソフトバレー（奈佐校区）

サッカー教室（中筋校区）

ホールインワン大会（新田校区）

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
2
」

の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
昨
年

に
引
き
続
き「
校
区
対
抗
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
」を
市
独
自
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

ル
ー
ル
は「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

2
0
1
2
」と
同
じ
で
、開
催
日
に
、

15
分
以
上
運
動
を
し
た
校
区
民
の

参
加
率
を
競
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
30
校
区
の
う
ち

9
校
区
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
が

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
地

元
の
小
学
校
や
地
区
公
民
館
な
ど

で
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
ダ
ー
ツ
な

ど
を
実
施
し
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、ス
ポ
ー
ツ
21
中
筋（
中

筋
校
区
）が
優
勝
し
、見
事
、昨
年

2
位
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

毎
年
5
月
の
最
終
水
曜
日
に
世

界
中
で
実
施
さ
れ
て
い
る
住
民
総

参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
。
こ
の
日
の
、
午
前
0
時

か
ら
午
後
9
時
ま
で
の
間
に
、
15

分
以
上
継
続
し
て
運
動
な
ど
を
し

た
住
民
の
参
加
率
を
競
い
合
い
ま

す
。
対
戦
に
敗
れ
た
場
合
は
、
相

手
自
治
体
の
旗
を
庁
舎
の
メ
イ
ン

ポ
ー
ル
に
1
週
間
掲
揚
し
、
相
手

の
健
闘
を
た
た
え
る
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
ル
ー
ル
が
特
徴
で
す
。

　

今
年
の
対
戦
相
手
は
福
岡
県
大

牟
田
市
。
市
で
は
、
市
民
一
丸
と

な
り
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
敗
退
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
内
各
地
で
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
体
を
動
か
す
き
っ
か
け

づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

市名 人口 参加者数 参加率

豊岡市 88,095人 46,668人 53.0％

大牟田市 124,894人 85,217人 68.2％

校区 チーム名 校区
人口

参加
者数

参加率
（％）

新田 新田チーム 3,546 1,156 32.6
中筋 スポーツ21中筋 2,054 1,326 64.6
奈佐 チーム奈佐 1,259 476 37.8
神美 スポーツクラブ21とよおか

神美クラブ 2,234 573 25.6
竹野南 みなみ21 1,198 366 30.6
日高 SC21ひだか 7,145 1,714 24.0
寺坂 スポーツクラブ21てらさか 667 416 62.4
資母 スポーツクラブ21しぼ 1,945 351 18.0
高橋 スポーツクラブ21たかはし 1,021 473 46.3

＜チャレンジデー2012取組み結果＞





























































校
区
対
抗
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
2

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
21
中
筋
が
優
勝
!!



『
み
ん
な
の
力
で
命
と
暮
ら
し
を
守
る
』

今
年
も
河
川
の「
出
水
期
」に
備
え
ま
し
ょ
う
！

風水害への備えは大丈夫ですか？
少しでも危険を感じたら早めに避難を開始しましょう！

　６月に入り、今年も河川の出水期を迎えました。特に、円山川は、上流が急な勾配で
あるのに対し、下流に位置する豊岡盆地周辺は緩やかな勾配のため、はん濫が非常に起
きやすい地形です。また、最近は、“ゲリラ豪雨”と呼ばれる、短時間で猛烈な雨が局
地的に降る回数が増えています。
　被害を最小限に抑えるため、｢自分たちの命は自分たちで守る｣という気構えと日頃か
らの準備、そして家庭や地域での連携と助け合いで、豊岡市地域防災計画の合言葉『みん
なの力で命と暮らしを守る』をモットーに、出水期に備えましょう。

《問合せ》防災課防災係　☎23-1111

　

市
で
は
、
国
土
交
通
省
、
気
象

庁
、
兵
庫
県
、
民
間
の
気
象
予
報

会
社
な
ど
の
情
報
を
総
合
的
に
判

断
し
、
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
、
避
難
情
報（
3
種

類
）を
出
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
災
害
の
危
険

が
高
ま
る
と
、
事
前
に「
避
難
準

備
情
報
」を
発
令
し
ま
す
。
そ
の

後
さ
ら
に
危
険
が
迫
る
と「
避
難

勧
告
」、
さ
ら
に
は「
避
難
指
示
」

を
発
令
し
ま
す
。「
避
難
指
示
」が

発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
事
態
が
最

も
切
迫
し
た
状
況
で
す（
事
態
の

展
開
が
あ
ま
り
に
急
な
状
況
で
は
、

い
き
な
り「
避
難
勧
告
」を
発
令
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　

こ
の
機
会
に
避
難
情
報
の
再
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
な
ど
の
接
近
時
に
、

河
川
や
田
畑
の
様
子
を
見
に
行
っ

た
り
、
近
付
い
た
り
す
る
の
は
危

険
で
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

大
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
河
川

の
増
水
時
は
、
内な
い

水す
い

被
害
軽
減
の

た
め
、排
水
ポ
ン
プ
を
動
か
し
、支

流
か
ら
本
流
に
水
を
排
出
し
ま
す
。

し
か
し
、
円
山
川
の
立
野
地
点
の

水
位
が
堤
防
の
一
番
上
ま
で
あ
と

1
・
5
メ
ー
ト
ル
に
迫
る
7
・
16

メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
さ
ら
に
上
昇

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
堤
防
の

決
壊
を
防
ぎ
、
ま
ち
を
守
る
た
め
、

排
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
ま
す
。

　

市
内
の
気
象
情
報
や
雨
量
情
報
、

河
川
の
水
位
情
報
、
そ
の
他
必
要

な
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

■
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

　

台
風
な
ど
の
進
路
予
測
、
気

象
予
報
・
警
報
な
ど
を
入
手
で

き
ま
す
。

■
防
災
行
政
無
線
放
送

　

台
風
情
報
を
は
じ
め
、
河
川

の
水
位
情
報
や
避
難
情
報
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
へ
は
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
放
送
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す（
要
申
込
）。

※
被
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

は
、
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受

信
機
を
、
高
い
所
や
２
階
へ
移

動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト

　

携
帯
電
話
で
、
次
の
ア
ド
レ

ス
か
ら「
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
」を

登
録
す
る
と
、
市
か
ら
防
災
情
【出水期とは…？】　６月から10月にかけ、集中豪雨（梅雨）や台風により、河川が急に増水し、洪水を起こしやすい時期のこと

市
の
避
難
情
報
を

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

河
川
の
排
水
ポ
ン
プ
を
停
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

出
水
期
に「
備
え
る
」た
め
の

　
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

防
災
情
報
を
確
認
す
る

河川水位の危険度レベルと避難情報
量水標が示す
危険度レベル 水位名称 市が発表する避難情報 皆さんに求める行動

（数字は豊岡市立野地点の水位）

8.16ｍ

水防団
待機水位

7.10ｍ

6.10ｍ

レベル1
4.50ｍ

2.50ｍ

避難する際は、
３日分ぐらいの食料を自
分で持って行きましょう

危険が迫っています。
直ちに避難を完了してください。

避難をしてください。
避難に時間を要する方は避難を完
了してください。

避難の準備を始めてください。
避難に時間を要する方（災害時要援
護者）は避難を開始してください。

避 難 指 示

避 難 勧 告

避難準備情報

⬆

⬆

レベル5
（はん濫発生）

レベル4
（危険）

レベル3
（警戒）

レベル2
（注意）

計画高水位

はん濫
危険水位

避難判断
水位

はん濫
注意水位
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報
が
届
き
ま
す
。

　

http://bosai.net/toyooka/

■
川
の
防
災
情
報

　

国
土
交
通
省
の
河
川
情
報
な

ど
を
入
手
で
き
ま
す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.river.go.jp/

※
携
帯
電
話
用

　

http://i.river.go.jp/

■
円
山
川
防
災
情
報

　

携
帯
電
話
で
、
次
の
ア
ド
レ

ス
か
ら「
防
災
情
報
配
信
サ
ー

ビ
ス
」を
登
録
す
る
と
、
国
土

　

市
で
は
、緊
急
速
報
メ
ー
ル（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
ａ
ｕ
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
）を
利
用
し
た
災
害
情
報
配

信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
各
携
帯
電

話
会
社
の
電
話
利
用
者
で
、
市
内

に
居
住
の
方
、
仕
事
や
観
光
な
ど

で
市
内
に
滞
在
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
気
象
庁
か
ら
の
緊
急
地
震

速
報
や
市
か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど

の
重
要
な
緊
急
情
報
を
一
斉
に
配

信
す
る
も
の
で
す（
登
録
は
不
要
）。

　

機
種
に
よ
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
な
い
も
の
や
受
信
設

定
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す

（
各
携
帯
電
話
会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

交
通
省
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所

か
ら
防
災
情
報
が
届
き
ま
す
。

　

http://m
aruyam

ar9-bosai.

　

go.jp/

■
そ
の
他

　

防
災
関
連
の
情
報
は
、
気
象

庁
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。
積
極
的
な
情

報
収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

夜
間
は
、
危

険
箇
所
を
確

認
で
き
な
い

た
め
、
自
宅

の
2
階
以
上

か
、
近
く
の
丈
夫
な
建
物
の
2

階
以
上
に
一
時
退
避（
む
や
み

に
指
定
避
難
所
に
移
動
す
る
の

は
危
険
を
伴
う
）

　

ち
る　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

市
民
の
皆
さ
ん
へ
は
、
防
災
行

政
無
線
な
ど
を
通
じ
て
注
意
を
呼

び
掛
け
ま
す
が
、

少
し
で
も
お
か

し
い
と
感
じ
た

と
き
は
、
早
め

の
自
主
避
難
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
区
内
に
お
住
ま
い

の
高
齢
者
や
子
ど
も
、
病
気
の
方

な
ど（
災
害
時
要
援
護
者
）は
、
早

め
の
避
難
が
必
要
で
す
。
災
害
時

要
援
護
者
の
避
難
は
、
地
域
み
ん

な
で
協
力
し
、
安
否
確
認
や
避
難

の
手
助
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

出
水
期
に
は
、
山
間
部
な
ど
で

「
土
石
流
」「
地
す
べ
り
」「
が
け
崩

れ
」が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

■
土
砂
災
害
発
生
の
前
兆

・
雨
の
降
り
方
が
異
常

・
急
に
川
の
水
が
濁
る

・
裏
山
か
ら
の
異
様
な
音（
地
鳴

り
な
ど
）や
土
臭
い
に
お
い

・
が
け
の
亀
裂
や
水
が
噴
き
出
す

・
が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落

避
難
所

の
位
置

を
確
認

し
、
避

難
経
路

も
歩
い

て
お
き

ま
し
ょ

う
。

■
災
害
の
発
生
ま
た
は
そ
の
恐
れ

が
あ
る
と
き

・
警
察
や
消
防
団
、
区
、
自
主
防

災
組
織
の
誘
導
･
指
示
に
従
う

・
避
難
す
る
際
、
自
宅
の
電
気
や

ガ
ス
な
ど
火
元
を
確
認
す
る

・
避
難
途
中
の
浸
水
、
土
砂
災
害

に
注
意
す
る

・
避
難
所
が
遠
方
で
な
い
限
り
、

車
で
の
避
難
は
控
え
る

　

風
水
害
時
、
市
の
避
難
情
報
が

発
令
さ
れ
た
場
合
、「
避
難
す
る

方
が
食
料
な
ど
の『
非
常
持
ち
出

し
品
』を
持
参
す
る
こ
と
」を
原
則

と
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
に
備
え
、
各
家
庭
で
、
3
日
分

の
飲
料
水
･
食
料
･
生
活
必
需
品

の
備
蓄
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
主
な
非
常
持
ち
出
し
品
】

・
食
料（
非
常
食
な
ど
）、
飲
料
水

・
毛
布
、
衣
類
、
下
着
類
な
ど

・
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
電
池

・
救
急
セ
ッ
ト
、
貴
重
品
、
現
金

・
哺
乳
び
ん
、
紙
お
む
つ
な
ど

　

市
が
指
定
す
る
避
難
所
に
は
、

「
災
害
時
避
難
所
標
示
板
」を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
市
防
災
マ
ッ
プ

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
寄
り
の

　

浸
水
時
に
、
水
の
深
さ
が
膝
の

位
置
を
上
回
る
と
、
避
難
す
る
の

は
非
常
に
危
険
で
す（
そ
れ
以
下

の
深
さ
で
も
、
水
の
流
れ
に
よ
っ

て
は
歩
行
は
困
難
で
す
）。

〇
水
平
避
難　

道
路
が
冠
水
す
る

ま
で
の
段
階
で
指
定
避
難
所
に

移
動（
単
独
で
避
難
せ
ず
、自
主

防
災
組
織
な
ど
と
共
に
行
動
）

〇
垂
直
避
難　

道
路
の
冠
水
時
や

「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」

土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
り
ま
し
ょ
う

非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認

避
難
所
の
確
認

避
難
が
遅
れ
た
場
合
は

建
物
の
2
階
以
上
へ
！

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

に
協
力
し
ま
し
ょ
う
！

▲災害時避難所標示板

防
災
行
政
無
線
放
送
は
聞
こ
え

て
い
ま
す
か
？
〜
戸
別
受
信
機

の
受
信
状
況
の
確
認
を
〜

【
受
信
状
況
の
確
認
方
法
】

・
戸
別
受
信
機
の
電
源
が
入
っ
て

い
ま
す
か
？（
緑
色
の
ラ
ン
プ

が
点
灯
し
ま
す
）

・
毎
週
火
･
金
曜
日
の
定
時
放
送

（
午
前
･
午
後
と
も
７
時
30
分
）

が
流
れ
て
い
ま
す
か
？

【
放
送
が
聞
こ
え
な
い
と
き
】

・
戸
別
受
信
機
の
設
置
場
所
や
ア

ン
テ
ナ
の
向
き
を
変
え
て
受
信

可
能
な
場
所
を
探
す
。

※
受
信
状
況
は
、気
候
や
周
辺
の
環

境（
建
物
の
新
築
等
）な
ど
で
変

わ
る
た
め
、こ
れ
ま
で
受
信
で
き

た
場
所
で
も
受
信
状
況
が
悪
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

受
信
で
き
な
い
場
合
は
、
防
災

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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市
政
の
動
き

　  

６
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

6
月
1
日
、
平
成
24
年
第
2
回

市
議
会
定
例
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態

宣
言
発
令
や
NノO
MモO
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
の
誘
致
な
ど
に
つ
い
て

報
告
し
た
後
、
当
面
す
る
市
政
の

諸
課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主

な
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業

　
八
代
排
水
機
場
は
6
月
に
竣
工
、

奈
佐
小
橋
下
流
か
ら
結ゆ
う

和わ

橋
付
近

ま
で
の
パ
ラ
ペ
ッ
ト
1
期
工
事
は

来
年
度
完
成
予
定
で
す
。

○
除
雪
機
緊
急
整
備
事
業
補
助
金

　

 

の
創
設

  

区
が
除
雪
機
を
購
入
す
る
際
に
、

除
雪
機
1
台
に
つ
き
1
5
0
万
円

を
限
度
に
、
補
助
対
象
額
の
3
分

の
2
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し

ま
し
た
。

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生
し

　

た
災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
検
討

　
県
か
ら
各
市
町
に
岩
手
県
と
宮

城
県
の
災
害
廃
棄
物（
可
燃
ご
み
）

処
理
の
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
の
目
安
は
、
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
災
害
廃
棄
物
1

キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
1
0
0
ベ
ク

レ
ル
以
下
、
こ
れ
は
一
般
食
品
安

全
基
準
と
同
じ
で
す
。
ま
た
、
埋

立
処
分
は
焼
却
灰
1
キ
ロ
グ
ラ
ム

当
た
り
2
千
ベ
ク
レ
ル
以
下
で
す
。

　
平
成
16
年
の
台
風
23
号
の
災
害

廃
棄
物
を
他
市
町
に
引
き
受
け
て

い
た
だ
い
た
本
市
は
、
①
清
掃
セ

ン
タ
ー
の
地
元
の
合
意
が
得
ら
れ

る
こ
と
、
②
県
等
が
仮
置
場
を
設

置
し
、
そ
こ
か
ら
搬
入
す
る
広
域

処
理
体
制
を
整
え
る
こ
と
、
③
焼

却
灰
の
処
分
が
ひ
ょ
う
ご
環
境
創

造
協
会
等
で
行
え
る
こ
と
、
を
条

件
に
挙
げ
、
処
理
余
力
の
1
日
当

た
り
10
ト
ン
の
受
け
入
れ
を
検
討

す
る
用
意
が
あ
る
と
回
答
し
ま
し

た
。

○
災
害
時
指
定
避
難
所
の
見
直
し

　
現
在
の
2
4
4
カ
所
の
災
害
時

指
定
避
難
所
を
安
全
性
か
ら
見
直

し
、
指
定
避
難
所
は
風
水
害
が

1
9
1
カ
所
、
地
震
が
2
1
6
カ

所
と
し
ま
し
た
。

○
豊
岡
市
暴
力
団
排
除
条
例

 

の
制
定

　
今
議
会
に
豊
岡
市
暴
力
団
排
除

条
例
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
本

条
例
の
施
行
に
併
せ
、
豊
岡
南
・

北
警
察
署
と
暴
力
団
に
係
る
相
互

の
連
絡
協
議
体
制
を
確
立
す
る
合

意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
す
。

○「
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

　

条
例
」の
健
康
づ
く
り
推
進

モ
デ
ル
地
区
の
選
定

　
健
康
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業

は
、
健
康
づ
く
り
の
取
組
み
を
地

域
を
挙
げ
て
継
続
的
に
行
う
区
を

募
集
し
、
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
収
集
・
分

析
し
て
、
そ
の
成
果
を
全
市
的
な

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。
モ
デ
ル
地
区
に
、
西
花
園
区
、

下
陰
区
、
竹
野
町
桑
野
本
区
お
よ

び
日
高
町
岩
中
区
を
選
定
し
ま
し

た
。

○
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　

の
一
部
改
正

　
税
額
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、

前
年
度
繰
越
金
の
半
額
に
当
た
る

2
億
5
8
9
4
万
6
千
円
に
加
え
、

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
か

ら
2
億
円
を
充
当
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
被
保
険
者
1
人
当
た
り
の

国
保
税
額
は
、
基
礎
課
税
分
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
分
を

合
わ
せ
て
9
万
7
0
2
3
円
で
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
1
・
32
パ
ー

セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
り
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
　

○
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

　
国
の
中
央
環
境
審
議
会
で
、「
円

山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
」が
、

新
た
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録

に
向
か
う
国
内
湿
地
9
カ
所
の
う

ち
の
一
つ
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
7
月
6
〜
13
日
に
ル
ー
マ
ニ

ア
で
開
催
さ
れ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
第
11
回
締
約
国
会
議
で
認
定
証

が
交
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
7
月
22
〜
29
日
を「
ラ

ム
サ
ー
ル
Wウ

Eイ
Eー
Kク
」と
し
て
、

地
域
の
自
然
や
文
化
を
見
つ
め
る

啓
発
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

○
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

　
環
境
都
市「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
多
様
化
を
促

進
す
る
た
め
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
大
規

模
太
陽
光
発
電
事
業
の
業
務
委
託

契
約
は
株
式
会
社
カ
ネ
カ
と
締
結

し
ま
す
。
工
事
は
、
7
月
着
手
の

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
売
電
収
入
は
市
の
環
境

施
策
の
財
源
に
充
て
ま
す
。

○
豊
岡
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

　
環
境
を
意
識
し
た
行
動
を
全
市

的
な
運
動
へ
と
展
開
さ
せ
る
た
め

の
動
機
付
け
と
し
て
、
豊
岡
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
制
度
を
7
月
か
ら
実
施

し
ま
す
。
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
と

企
業
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　
事
業
認
可
区
域
8・8
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
用
地
取
得
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
が
被
告
の「
都
市
計

画
法
に
基
づ
く
事
業
認
可
取
消
請

求
事
件
」に
つ
い
て
、
本
市
な
ど

の
構
成
市
町
は
、
都
市
計
画
決
定

を
行
っ
た
行
政
庁
と
し
て
訴
訟
参

加
が
許
可
さ
れ
た
後
、
県
や
組
合

な
ど
と
連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

○
騒
音
・
振
動
・
悪
臭
の
規
制
区

　

域
お
よ
び
規
制
基
準
の
見
直
し

　
騒
音
規
制
法
、
振
動
規
制
法
お

よ
び
悪
臭
防
止
法
が
4
月
に
一
部

改
正
さ
れ
、
騒
音
・
振
動
・
悪
臭

の
規
制
区
域
お
よ
び
規
制
基
準
の

設
定
権
限
が
、
県
知
事
か
ら
市
長

に
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。
騒
音
・
悪

臭
に
つ
い
て
は
事
業
所
等
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
た
め
、
今
回
は

振
動
規
制
の
み
見
直
し
ま
す
。

○
豊
岡
第
2
清
掃
セ
ン
タ
ー

 

早
期
安
定
化
対
策
事
業

  

豊
岡
第
2
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
12
年
で
埋
め
立
て
を
終
了
し

た
最
終
処
分
場
で
す
が
、
浸
出
水

が
廃
棄
物
処
理
法
等
に
基
づ
く
施

設
廃
止
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

た
め
、
今
も
適
正
処
理
し
て
放
流

し
て
い
ま
す
。
調
査
、
分
析
に
よ
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日
高
道
路
と
日
高
豊
岡
南
道
路
は
、

5
月
に
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

八
鹿
氷
ノ
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら（
仮
称
）豊
岡
南
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
ま
で
の
用
地
は
、
土
地
売

買
契
約
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
用

地
取
得
で
き
た
地
区
か
ら
随
時
工

事
着
手
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
延
伸

 

に
伴
う
誘
客
促
進
の
取
組
み

　
西
日
本
の
主
要
な
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

1
7
7
カ
所
や
西
日
本
地
域
の
道

の
駅
な
ど
計
約
8
0
0
カ
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

「
遊ゆ
う

悠ゆ
う

ウ
エ
ス
ト
」に
、
豊
岡
自
動

車
道
の
延
伸
情
報
と
豊
岡
の
魅
力

的
な
観
光
情
報
を
掲
載
し
、
誘
客

拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
魅
力
あ
る
景
観
形
成
の
取
組
み

　
景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
は
、

7
月
末
ま
で
に
計
画
策
定
す
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
豊
岡
固
有
の
景
観
の
保

全
・
育
成
・
創
造
に
よ
り
、
市
の

魅
力
と
活
力
を
高
め
、
次
世
代
に

継
承
す
る
た
め
、
豊
岡
市
景
観
条

例
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
港
地
域
の
認
定
こ
ど
も
園
の

 

位
置
決
定

　
認
定
こ
ど
も
園
を
港
東
幼
稚
園

に
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
、
来
年
度
の
開
園
に
向
け
、

説
明
会
や
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
城
崎
温
泉
総
合
ま
ち
づ
く
り

 

計
画
策
定
事
業

　「
城
崎
こ
の
さ
き
1
0
0
年
会

議
」が
中
心
と
な
り
、
総
合
的
、

専
門
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
法

人
組
織
を
立
ち
上
げ
、「（
仮
称
）城

崎
温
泉
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委

員
会
」を
設
置
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
市
は
、

計
画
策
定
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業

　
現
本
庁
舎
は
、
4
月
末
で
曳ひ
き

家や

工
事
が
完
了
し
、
今
後
、
1
、
2

階
の
補
強
・
補
修
工
事
、
3
階
部

分
の
解
体
・
復
元
工
事
や
外
壁
の

補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
新
庁
舎
は
、
7
階
建
て
の
躯く

体た
い

工
事
に
入
り
ま
す
。

○
指
定
管
理
者
制
度　

　
第
2
次
行
政
改
革
大
綱
に
よ
る

社
会
体
育
施
設
の
指
定
管
理
者

制
度
へ
の
移
行
の
検
討
を
受
け

て
、
植
村
直
己
記
念
ス
ポ
ー
ツ
公

園
、
出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
出
石
Bビー
&アンド
Gジー
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

お
よ
び
出
石
多
目
的
屋
内
運
動
場

を
移
行
対
象
と
し
ま
す
。
関
係
条

例
の
改
正
案
と
債
務
負
担
行
為
の

設
定
の
補
正
予
算
を
提
出
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
城
崎
温
泉
駅
前
駐
車
場
、

城
崎
鴻
の
湯
駐
車
場
お
よ
び
城
崎

木
屋
町
駐
車
場
は
、
来
年
4
月
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る

こ
と
と
し
、
関
係
条
例
の
改
正
案

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
使
用
料
の
見
直
し

　
来
年
度
に
予
定
し
て
い
る
公
共

施
設
の
使
用
料
全
体
の
見
直
し
に

先
行
し
て
、
市
お
よ
び
市
教
育
委

員
会
が
後
援
し
た
団
体
が
公
共
施

設
を
利
用
す
る
場
合
の
減
免
等
の

取
り
扱
い
を
検
討
し
ま
す
。

○
定
住
自
立
圏
構
想
に
お
け
る

 

圏
域
形
成
方
針
の
策
定

　
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い
て
は
、

圏
域
の
形
成
を
但
馬
区
域
に
お
け

る
取
組
み
と
豊
岡
市
区
域
の
取
組

み
を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
ま
す
が
、

本
市
区
域
の
圏
域
形
成
方
針
の
策

定
案
を
先
行
し
て
提
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
会
期
中
に
但
馬
区
域
の

定
住
自
立
圏
の
形
成
協
定
案
を
提

出
し
ま
す
。

○
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援

　
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
を

継
続
的
に
行
い
ま
す
。

　
広
く
市
民
、
団
体
に
も
呼
び
掛

け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と

を
持
ち
寄
り
、
3
年
程
度
の
豊
岡

の「
被
災
地
支
援
計
画
」と
し
て
ま

と
め
、
被
災
地
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
行
政
と
し
て
は
、「
被
災
地
へ
行

く
支
援
」、「
被
災
地
に
送
る
支
援
」、

「
被
災
地
か
ら
買
う
支
援
」を
展
開

し
ま
す
。
ま
た
、
現
地
の
ニ
ー
ズ

等
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
被
災

地
に
職
員
を
派
遣
し
、
宮
城
県
南

三
陸
町
を
中
心
に
支
援
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
い
の
ち
へ
の
共
感
に
満
ち
た

 

ま
ち
づ
く
り
に
関
連
し
た
事
業

　
不
妊
治
療
の
1
年
度
当
た
り
の

助
成
上
限
額
を
10
万
円
か
ら
20
万

円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
黒

田
征
太
郎
氏
を
招
き
、
い
の
ち
に

つ
い
て
考
え
る
取
組
み
を
実
践
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
の
座
談
会

や
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

○
平
成
24
年
夏
期
節
電
対
策

　
市
は
、
今
夏
節
電
対
策
と
し
て
、

豊
岡
市
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
実

行
計
画
推
進
と
強
化
、
節
電
意
識

の
継
続
、
お
よ
び
電
力
料
金
の
軽

減
と
C
O
2
削
減
量
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。
市
役
所
の
節
電
目
標
は
、

事
務
所
使
用
分
を
平
成
22
年
度
比

15
パ
ー
セ
ン
ト
減
と
し
て
い
ま
す
。

り
、
主
要
埋
立
物
の
焼
却
灰
に
含

ま
れ
る
ア
ル
カ
リ
成
分
が
保
有
水

に
溶
出
し
て
浸
出
水
が
高
ア
ル
カ

リ
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
年
度
、
集

排
水
設
備
を
設
置
し
、
内
部
保
有

水
の
水
位
の
低
下
を
図
り
、
浸
出

水
の
高
ア
ル
カ
リ
化
を
抑
制
し
ま

す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
神
鍋
地
域
の
活
性
化

　
神
鍋
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
日
高
町
観
光
協
会
が「
神
鍋

地
域
活
性
化
計
画
」策
定
を
考
え

ら
れ
て
お
り
、
市
は
取
組
み
を
支

援
す
る
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　
豊
岡
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
や

豊
岡
鞄
協
会
、
豊
岡
商
工
会
議
所
、

市
な
ど
が
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
る「
カ
バ
ン
・
ア
ル
チ
ザ

ン
・
ス
ク
エ
ア
事
業
」を
検
討
し

て
い
ま
す
。
市
は
、
こ
の
事
業
の

初
期
投
資
を
支
援
し
ま
す
。

　
南
庁
舎
別
館
に
つ
い
て
は
、
建

物
の
文
化
的
な
価
値
を
生
か
し
な

が
ら
中
心
市
街
地
の
新
た
な
に
ぎ

わ
い
の
場
を
創
出
で
き
る
整
備
構

想
を
策
定
し
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

　
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
八
鹿

※市ホームページに「市長総括説明」の全文を掲載しています。
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優
秀
作
品
の
選

考
に
あ
た
っ
て
は
、

も
っ
た
い
な
い
川

柳
選
考
委
員
会
を

設
置
し
、
選
考
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
募
集
段
階
で
は
、
優
秀

作
品
を
5
句
選
考
す
る
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
応
募
が
多
数
あ
り
、

高
校
生
以
下
の
応
募
も
多
か
っ
た

た
め（
応
募
者
数
の
約
4
割
、
作

品
数
の
約
4
分
の
1
）、
特
別
に

高
校
生
以
下
の
部
を
設
け
、
一
般

の
部
か
ら
5
句
、
高
校
生
以
下
の

部
か
ら
2
句
を
選
考
し
ま
し
た
。

　

優
秀
作
品
の
作
者
に
は
、
豊
岡

市
長
か
ら
表
彰
状
と
賞
品（
図
書

カ
ー
ド
、
エ
コ
グ
ッ
ズ
）を
贈
り

ま
し
た
。

　

募
集
要
項
に
基
づ
き
、
全
作
品

を
市
広
報
紙
に
掲
載
し
紹
介
し
ま

す（
た
だ
し
、
募
集
要
項
で
規
定

す
る
対
象
外
作
品
を
除
き
ま
す
）。

　

な
お
、
複
数
の
句
を
応
募
し
た

方
が
多
い
た
め
、
ま
ず
1
人
1
句

（
応
募
用
紙
等
掲
載
順
を
基
本
と

す
る
）を
順
次
紹
介
し
ま
す
。

◆
一
般
の
部

も
っ
た
い
な
い
心
し
っ
か
り
子
に
繋
ぐ
　

三
江
澄
子

も
っ
た
い
な
い
風
が
幸
せ
つ
れ
て
く
る
　

斎
藤
き
み
子

出
来
す
ぎ
て
捨
て
た
野
菜
が
泣
い
て
い
る

き
み
子

満
ち
足
り
て
も
っ
た
い
な
い
を
忘
れ
て
る

村
尾
　
肇

ガ
ラ
ク
タ
も
活
躍
す
る
場
待
っ
て
い
る
　

ぺ
ぽ
っ
ち

◆
高
校
生
以
下
の
部

リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
地
球
が
う
れ
し
そ
う

藤
原
夏
美

も
っ
た
い
な
い
世
界
を
救
う
合
言
葉
　
　

永
井
美
咲

選
考
方
法

応
募
状
況

優
秀
作
品
の
表
彰

応
募
作
品
の
取
り
扱
い

◆
一
般
の
部

マ
ー
タ
イ
さ
ん
亡
く
し
て
世
界
モ
ッ

タ
イ
ナ
イ　
（
よ
っ
た
ん
ぼ
う
や
）

冷
蔵
庫
ぐ
っ
と
押
し
込
ま
れ
期
限

切
れ　
　
　
　
　
　
（
穐
山
常
男
）

旅
パ
ン
フ
集
め
ま
く
っ
て
古
紙
箱

へ　
　
　
　
　
　
　
（
浅
川　

勝
）

料
理
本
一
品
限
り
で
本
箱
へ

（
浅
川
ま
つ
子
）

豊
か
さ
の
米
一
粒
に
学
び
た
い

（
浅
田
吉
蔵
）

見
栄
を
張
り
大
型
車
に
乗
る
独
り

者　
　
　
　
　
　
　
（
会
田
卓
也
）

分
け
兵
衛
が
分
別
せ
よ
と
騒
が
し

い　
　
　
　
　
　
　
（
花
園
桃
子
）

も
っ
た
い
な
い
私
の
払
う
税
金
が

（
荒
井
泰
史
）

も
っ
た
い
な
い
土
俵
の
砂
の
塩
加

減　
　
　
　
　
　
　
（
有
田
幹
穂
）

化
粧
代
浮
か
せ
た
後
で
マ
ス
ク
買

う　
　
　
　
（
チ
ュ
ン
子
す
ず
め
）

も
っ
た
い
な
い
心
で
生
き
て
き
た

躾　
　
　
　
　
　
（
井
狩
ふ
さ
子
）

毎
日
を
不
満
顔
し
て
過
ご
す
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田　

功
）

野
菜
く
ず
創
作
料
理
で
フ
ル
コ
ー

ス　
　
　
　
　
　
（
池
原
美
恵
子
）

倒
木
も
鉋
一
丁
で
家
が
建
ち

（
石
井
八
千
代
）

も
っ
た
い
な
い
唱
え
る
子
供
に
金

メ
ダ
ル　
　
　
　
　
（
石
畝
秀
高
）

紙
ペ
ッ
ト
捨
て
た
ら
あ
カ
ン
エ
コ

プ
ラ
ン　
　
（
g
o
o
d
o
n
e
）

使
っ
て
よ
降
る
雪
は
溶
け
る
再
利

用　
　
　
　
　
　
（
せ
ん
ち
ゃ
ん
）

ス
ト
ー
ブ
を
焚
い
て
高
値
で
売
る

野
菜　
　
　
　
　
　
（
板
垣
孝
志
）

冷
蔵
庫
空
に
し
て
か
ら
お
買
い
物

（
り
ょ
う
ち
ゃ
ん
マ
マ
）

も
っ
た
い
な
い
三
度
唱
え
て
店
を

出
る　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
克
明
）

子
に
孫
に
使
い
し
湯
タ
ン
ポ
い
ま

祖
母
が　
　
　
　
　
（
稲
葉
君
枝
）

膳
下
が
り
厨
房
が
泣
く
食
べ
残
し

（
井
上　

清
）

も
っ
た
い
な
い
空
か
ら
叫
ぶ
コ
ウ

ノ
ト
リ　
　
　
　
　
（
井
深
靖
久
）

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
も
っ
た
い
な
い
が

口
癖
に　
　
　
　
　
（
今
井
忠
雄
）

広
告
灯
つ
け
た
ま
ま
だ
よ
昼
行
灯

（
岩
下
登
志
子
）

捨
て
ち
ゃ
う
の
？
も
う
使
え
な

い
？
本
当
に
？　
　
　
（
黄
く
ま
）

台
所
お
休
み
な
さ
い
プ
ラ
グ
抜
く

（
上
野　

翠
）

不
用
品
フ
リ
マ
で
さ
ば
く
妻
の
腕

（
上
野
天
井
）

も
っ
た
い
な
い
日
本
が
誇
る
美
し

さ　
　
　
　
　
　
（
あ
ー
さ
ま
ま
）

応
募
作
品
紹
介（
氏
名
ま
た
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
敬
称
略
）

優
秀
作
品（
氏
名
ま
た
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
敬
称
略
）

　

市
が
推
進
し
て
い
る「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
」の
定
義
の
一
つ
に「
み

ん
な
で
エ
コ
に
取
り
組
む
ま
ち
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
み
ん
な
で
エ
コ
を
考
え
、
小
さ
な
こ
と
・
身
近
な
所
か

ら
エ
コ
を
実
践
」に
つ
な
が
る
よ
う
に
、「
も
っ
た
い
な
い
」を
テ
ー
マ

に
し
た
川
柳
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

全
国
34
都
府
県
か
ら
4
1
9
人
、
1
4
2
8
句
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
優
秀
賞（
一
般
の
部
5
句
、
高
校
生
以
下
の

部
2
句
）を
選
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
秘
書
広
報
課
広
報
・
交
流
係
☎
23

－

1
1
1
1

「
も
っ
た
い
な
い
川
柳
」の
優
秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

区分
一般 高校生以下 計

実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比

応募者数 261人 62.3% 158人 37.7% 419人 100%

作品数 1,085句 76.0% 343句 24.0% 1,428句 100%
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も
っ
た
い
な
い
世
界
み
ん
な
の
共

通
語　
　
（
金
砂
郷
の
鴨
ち
ゃ
ん
）

あ
れ
も
未
だ
こ
れ
も
未
だ
未
だ
使

え
そ
う　
　
　
　
　
（
川
口
眞
生
）

買
い
す
ぎ
て
食
べ
き
れ
な
く
て
腐

ら
せ
る　
　
　
　
（
あ
ま
て
ら
す
）

も
っ
た
い
な
い
玉
ネ
ギ
の
皮
血
圧

に　
　
　
　
　
　
　
（
川
見
光
江
）

詰
め
替
え
よ
う
ボ
デ
ー
シ
ャ
ン

プ
ー
こ
の
ホ
テ
ル　
　
（
泰
平
楽
）

自
然
と
は
も
っ
た
い
な
い
が
無
い

世
界　
　
　
　
　
　
（
岸
野
孝
彦
）

お
茶
好
き
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
茶
殻
お

掃
除
に　
　
　
　
　
　
　
（
四
季
）

も
っ
た
い
な
い
大
学
生
の
就
職
難

（
城
嶽
竹
弘
）

平
和
な
国
食
の
余
り
て
も
っ
た
い

な
い　
　
　
　
　
（
城
嶽
ち
か
子
）

少
な
め
に
お
湯
張
り
戻
る
新
婚
に

（
喃
亭
八
太
）

人
間
の
エ
ゴ
を
無
く
せ
ば
エ
コ
に

な
る　
　
　
　
　
（
ザ
・
落
花
生
）

も
っ
た
い
な
い
無
駄
な
時
間
は
使

え
な
い　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
い
つ
も
口
ぐ
せ
お

ば
あ
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
（
匿
名
）

う
ち
の
家
も
っ
た
い
な
い
が
合
こ

と
ば　
　
　
　
　
　
（
ゆ
う
ゆ
う
）

も
っ
た
い
な
い
ラ
ン
チ
の
残
り
持

ち
帰
り　
　
　
　
　
（
河
野
淳
子
）

普
段
着
は
お
あ
が
り
服
で
子
ど
も

ら
の　
　
　
　
　
（
古
賀
由
美
子
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

色
え
ん
ぴ
つ
キ
ャ
ッ
プ
つ
け
れ
ば

背
が
伸
び
る
ん
だ　
（
秋
丸
佳
穂
）

冷
蔵
庫
あ
る
も
の
献
立
母
の
知
恵

　
　
　
（
み
う
）

リ
サ
イ
ク
ル
せ
ず
に
捨
て
る
と
タ

ダ
の
ゴ
ミ　
　
　
　
（
足
立
美
咲
）

親
よ
り
も
子
供
の
方
が
節
約
家

（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
ひ
た
す
ら
唱
え
る

も
っ
た
い
な
い　
　
（
荒
瀬
由
季
）

も
っ
た
い
な
い
ま
だ
使
え
る
か
も

捨
て
な
い
で　
　
　
（
飯
田
裕
子
）

給
食
で
年
下
に
言
わ
れ
た
も
っ
た

い
な
い　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

メ
モ
用
紙
余
る
白
紙
は
ど
う
な
る

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
め
）

ダ
イ
エ
ッ
ト
ご
は
ん
と
真
心
捨
て

て
い
る　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

買
う
時
は
よ
く
考
え
て
も
う
一
度

（
和
泉
郁
香
）

一
度
着
た
服
は
捨
て
ず
に
再
利
用

（
磯
﨑
夢
香
）

残
っ
て
る
ま
だ
お
皿
に
お
米
が

残
っ
て
る　
　
　
（
せ
ん
り
ゅ
う
）

人
生
で
寝
て
い
る
時
間
も
っ
た
い

な
い　
　
　
　
　
　
（
一
田
瑞
穂
）

リ
ン
ス
と
シ
ャ
ン
プ
ー
残
っ
て
い

る
の
に
ゴ
ミ
箱
へ　
　
（
む
っ
ち
）

す
ぐ
そ
こ
の
ス
ー
パ
ー
に
ま
で
車

使
う　
　
　
　
　
　
（
今
井
美
深
）

あ
り
が
と
う
言
っ
た
分
だ
け
幸
せ

に　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
っ
か
）

も
う
だ
め
だ
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
使

う
自
分　
　
　
　
　
（
今
岡　

菜
）

お
皿
に
残
っ
た
米
の
粒　
　
（
A
）

必
要
な
い
そ
れ
は
誰
か
が
使
え
る

よ
〔
尼
崎
太
郎（
s
o
u
k
i
）〕

使
っ
て
よ
ま
だ
命
あ
る
え
ん
ぴ
つ

を　
　
　
　
　
　
　
（
上
田
愛
美
）

安
物
も
思
い
出
い
っ
ぱ
い
大
切
に

（
上
田
早
織
）

つ
け
っ
ぱ
な
し
出
し
っ
ぱ
な
し

も
っ
た
い
な
い　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
使
え
る
も
の
を
捨

て
ち
ゃ
だ
め　
　
　
（
榎
木
野
乃
）

捨
て
て
か
ら
や
っ
ぱ
り
必
要
も
っ

た
い
な
い　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

た
く
さ
ん
の
マ
ン
ガ
が
家
で
眠
っ

て
る　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
空
）

も
っ
た
い
な
い
何
度
も
言
っ
た
よ

こ
の
言
葉　
　
　
　
（
岡
菜
々
恵
）

余
り
野
菜
母
の
切
れ
味
光
ら
せ
る

（
岡
田
哲
明
）

も
っ
た
い
な
い
大
き
な
声
で
伝
え

よ
う　
　
　
　
　
　
（
じ
ょ
に
子
）

も
っ
た
い
な
い
地
球
を
救
う
そ
の

こ
こ
ろ　
　
　
　
　
（
岡
本
真
紀
）

も
っ
た
い
な
い
未
来
の
た
め
の
心

掛
け　
　
　
　
　
　
（
白
う
さ
ぎ
）

ペ
ン
走
る
白
い
広
告
落
書
き
用

（
興
津
美
紅
）

っ
ぱ
な
し
す
る
人
見
て
地
球
泣

き
っ
ぱ
な
し　
　
　
（
奥
仲
理
沙
）

譲
り
合
い
ご
近
所
巡
る
子
供
服

（
梅
山
す
み
江
）

物
余
り
も
っ
た
い
な
い
を
死
語
に

す
る　
　
　
　
　
　
（
榎
本
雅
之
）

少
子
化
は
も
っ
た
い
な
い
と
大
家

族　
　
　
　
　
　
　
（
ガ
ビ
ー
ン
）

お
年
寄
り
も
っ
た
い
な
い
が
詰

ま
っ
て
る　
　
　
　
（
大
石
敏
和
）

土
手
の
草
食
せ
る
こ
と
も
知
ら
れ

ず
に　
　
　
　
　
　
（
大
植　

勝
）

子
供
服
着
回
し
切
っ
て
皿
を
拭
く

（
大
内
喜
美
子
）

も
っ
た
い
な
い
欲
し
が
る
国
と
捨

て
る
国　
　
　
　
（
う
ず
ま
き
君
）

勿
体
な
い
は
感
謝
の
言
葉
老
い
も

若
き
も
つ
い
出
る
ひ
と
こ
と

（
太
田
は
る
ゑ
）

捨
て
る
前
ま
だ
使
え
る
よ
声
聞
こ

え　
　
　
　
　
　
　
（
大
槻　

実
）

マ
ー
タ
イ
が
天
か
ら
言
っ
て
る
M 

O
T
T
A
I
N
A
I（
エコ
で
エエ
子
）

使
い
捨
て
資
源
と
お
金
と
も
に
消

え　
　
　
　
　
　
（
左
と
つ
ぜ
ん
）

戦
中
派
我
慢
が
身
に
し
み
喜
寿
を

過
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
起
）

電
気
消
す
節
約
意
識
消
さ
ぬ
よ
う

（
岡
田
尚
美
）

メ
タ
ボ
妻
も
っ
た
い
な
い
の
集
大

成　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
夜
）

国
会
に
無
理
む
ら
無
駄
が
詰
っ
て

る　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
賽
家
）

伝
統
は
質
素
倹
約
つ
な
げ
た
い

（
小
川
昌
子
）

断
捨
離
も
え
え
け
ど
う
ち
は
繋
拾

得　
　
　
　
　
　
　
（
奥
田
雅
信
）

も
っ
た
い
な
い
小
さ
な
エ
コ
が
輪

を
広
げ　
　
　
　
　
（
尾
﨑
米
子
）

半
額
を
見
る
と
つ
い
つ
い
買
い
過

ぎ
る　
　
　
　
　
　
（
小
田
道
夫
）

ち
ょ
っ
と
待
て
節
約
修
理
リ
サ
イ

ク
ル　
　
　
　
　
　
（
ワ
ン
マ
ン
）

原
点
は
残
さ
ず
食
べ
て
感
謝
す
る

（
小
田
中
準
一
）

M
O
T
T
A
I
N
A
I
一
時
の
流

行
じ
ゃ
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ（小

野　

篁
）

足
る
を
知
る
座
右
の
銘
に
今
日
を

生
き　
　
　
　
　
　
（
梶　

政
幸
）

市
職
員
も
っ
た
い
な
い
が
合
言
葉

（
数
森
ち
え
の
）

も
っ
た
い
な
い
親
が
言
う
前
子
供

言
う　
　
　
　
　
　
（
数
森
好
章
）

お
隣
の
も
っ
た
い
な
ぶ
り
俺
い

じ
ょ
う　
　
　
　
　
（
角
岡
豊
成
）

三
代
の
知
恵
を
絞
っ
て
リ
サ
イ
ク

ル　
　
　
　
　
　
（
門
脇
か
ず
お
）

ウ
チ
の
ゴ
ミ
町
内
一
の
ス
マ
ー
ト

さ　
　
　
　
　
　
　
（
金
子
秀
重
）

エ
コ
と
け
ち
見
事
に
仕
分
け
妻
の

技　
　
　
　
　
　
　
（
鎌
田　

誠
）

捨
て
る
物
欲
し
い
人
に
は
宝
物

（
昌
太
郎
）

妻
ラ
ン
チ
残
り
は
パ
ッ
ク
俺
の
飯

（
亀
井
千
代
蔵
）
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１　豊岡市情報公開条例分
○公開請求件数　19件　○処理状況　公開３件　部分公開15件　不存在１件
番
号 請求日 請求内容 請求者

区分
公開
区分

公開区分
決定理由

公開しない
部分

1 平成23年
４月15日

　平成23年１月１日から３月31日までに付定のあっ
た豊岡市住居表示に関する条例第３条・同規則に基
づく住居表示実施地区の新築届・付番通知書など、
新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番号・地番
の明記されている資料と該当の住居表示台帳または
位置図

市外の法人、
団体など 部分公開

条例第７条第
１号および第
２号該当

建物の名称・
届出人住所お
よび氏名・連
絡先・印影

2 ５月11日
　平成22年９月８日執行　建第92号市道立野大磯線
道路改良工事（第２工区）の積算内訳書の内訳、明細、
単価

市内の法人、
団体など 部分公開 条例第７条第

１号該当 印影

3 ５月13日 　平成22年度豊岡市清掃センターのごみ処理フロー
シート 市民 全部公開 ― ―

4 ５月20日 　平成21年度桃島雨水ポンプ場長寿命化計画設計業
務の成果品一式

市外の法人、
団体など 全部公開 ― ―

5 ５月25日 　政務調査費使途資料（現議員任期中のもの全て） 市民 部分公開 条例第７条第
１号該当

印影部分、氏
名、口座情報

6 ６月１日 　平成23年２月に行われた都市計画審議会の議事録
全文 市民 部分公開 条例第７条第

１号該当 個人情報

7 ６月20日 　平成22年度豊岡市浄化センター汚水調整池機械設
備工事金入設計書

市内の法人、
団体など 部分公開 条例第７条第

１号該当 印影

8 ６月30日
　平成14年３月19日から平成23年３月31日までに公
立豊岡病院に管轄の労働基準監督署から交付された
是正勧告書

市外の個人 非公開 公文書の不存
在 ―

9 ７月19日

　平成23年４月１日から６月30日までに付定のあっ
た豊岡市住居表示に関する条例第３条・同規則に基
づく住居表示実施地区の新築届・付番通知書など、
新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番号・地番
の明記されている資料と該当の住居表示台帳または
位置図

市外の法人、
団体など 部分公開

条例第７条第
１号および第
２号該当

建物の名称・
届出人住所お
よび氏名・連
絡先・印影

10 ８月11日

・建第36号中山橋架替工事
・改第３号市道正法寺家ノ上線外舗装復旧工事
・建第60号市道大門線舗装修繕工事
・建第81号市道田鶴野東部幹線消雪施設改修工事
　（第１工区）
・建第91号岡田橋橋梁修繕工事
・建第701号豊岡市除雪作業（竹野１）
・建第707号豊岡市除雪作業（竹野６）
・建第706号消雪装置点検業務
・都第31号平成22年度竹野子育てセンター遊具設置
工事に係る金入り設計書（鏡、積算情報表、内訳表、
単価表）一式（当初設計のもの）

市民 部分公開
豊岡市情報公
開条例第７条
第１号該当

印影

11 ９月８日

　平成23年度固定資産税の課税のため算出された下
記住所地番の土地の評価額を積算した一連の過程
がわかる公文書（文書、図面、写真、電磁的記録） 
所在地番：豊岡市竹野町○○

市外の個人 部分公開
条例第７条第
１号および第
２号該当

氏名・印影・
村落状況類似
地区細区分価
格一覧表の公
開請求対象外
部分

平成23年度
豊岡市情報公開条例・個人情報保護条例の

運用状況
　平成23年度の豊岡市情報公開条例および豊岡市個人情報保護条例の運用状況をお知らせし
ます。情報公開条例に基づく公開請求は19件あり、処理状況は、公開が３件、部分公開が15件、
文書不存在による非公開が１件となっています。
　また、個人情報保護条例に基づく開示請求は３件あり、処理状況は、開示が２件、文書不
存在による不開示が１件となっています。

 《問合せ》総務課文書法制係☎23-1116
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番
号 請求日 請求内容 請求者

区分
公開
区分

公開区分
決定理由

公開しない
部分

12 10月14日

　平成24年度使用中学校教科書採択に係る資料（音
楽科に関する部分）
　採択協議会および調査委員会資料、採択協議会お
よび調査委員会名簿、採択協議会および調査委員会
日程

市外の法人、
団体など 部分公開

条例第７条第
１号該当およ
び公文書の不
存在

協議会委員の
個人名、採択
協議会および
調査委員会資
料ならびに調
査委員会名簿

13 10月19日

・平成22年度公下第９号下宮地区汚水管渠布設（第
３工区）工事金入設計書
・建第220号　市道京極線舗装補修工事金入設計書
・建第226号　市道若松小田井線排水管布設（第２工
区）金入設計書
・建第177号　阿瀬川橋橋梁補修工事金入設計書
・建第228号　須井地区消雪用井戸新設工事金入設
計書
・改第20号　市道一本松団地７号線外給配水管布設
替工事金入設計書

市内の法人、
団体など 部分公開 条例第７条第

１号該当 印影

14 10月24日

　平成23年７月１日から９月30日までに付定のあっ
た豊岡市住居表示に関する条例第３条・同規則に基
づく住居表示実施地区の新築届・付番通知書など、
新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番号・地番
の明記されている資料と該当の住居表示台帳または
位置図

市外の法人、
団体など 部分公開

条例第７条第
１号および第
２号該当

建物の名称・
届出人住所お
よび氏名・連
絡先・印影

15 10月29日
　都第16号第２次霊園整備工事に係る金入り設計書
（本工事内訳表、明細表、単価表）一式（変更設計の
もの）

市民 部分公開
豊岡市情報公
開条例第７条
第１号該当

印影

16 平成24年
１月20日

　平成23年10月１日から平成23年12月31日までに付
定のあった豊岡市住居表示に関する条例第３条・同
規則に基づく住居表示実施地区の新築届・付番通知
書など、新築物件の付定日（受付日）・町名・住居番
号・地番の明記されている資料と該当の住居表示台
帳または位置図

市外の法人、
団体など 部分公開

条例第７条第
１号および第
２号該当

建物の名称・
届出人住所お
よび氏名・連
絡先・印影

17 ２月１日 豊岡市推薦図書選定委員会委員の名簿 市外の個人 部分公開 条例第７条第
１号該当

個人名および
所属機関名

18 ２月22日
　市内の小中学校の平成23年２月から平成24年１月
までの高圧電気料金計算内訳（小学校22校、中学校
９校）

市外の法人、
団体など 全部公開 ― ―

19 ３月１日

・建住第１号日高西中学校管理・教室棟①-1,2、③
耐震補強・外部改修建築工事
・建住第２号日高西中学校管理・教室棟①-1,2、③
内部改修建築工事
・建住第３号港中学校管理・教室棟耐震補強・改修
建築工事
・建住第11号日高東中学校屋内運動場・特別教室棟
耐震補強・改修建築工事
・建住第38号五荘小学校普通教室棟①-1・渡り廊下
棟④耐震補強・改修建築工事
・建住第10号日高西中学校特別教室棟②・技術教室
棟④耐震補強・改修建築工事に係る金入り設計書
（鏡、積算情報表、内訳表、単価表その他積算に
かかる一切のもの）一式（当初設計のもの）

市民 部分公開
豊岡市情報公
開条例第７条
第１号該当

印影

２　豊岡市個人情報保護条例分
○開示請求件数　３件　○処理状況　開示１件　不存在２件　
番
号 請求日 請求内容 請求者

区分
開示
区分

開示区分
決定理由

開示しない
部分

1 平成23年
４月13日

　平成21年５月１日から平成23年４月13日までの間の、
開示請求者（○○）に係る住民票の請求および発行記録 市民 不開示 条例第18条第

２項該当
保有個人情報
の不存在

2 ７月11日
　平成23年６月23日から7月10日までの間に請求の
あった、開示請求者（○○）の住民票の写し（世帯全
部）の交付に係る書類

市民 全部開示 ― ―

3 ８月15日 　本人が満７歳になるまでの集団予防接種台帳 市外の個人 不開示 条例第18条第
２項該当

保有個人情報
の不存在
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展
開
に
努
め
ま
す
。

　
今
後
、
市
民
や
地
元
関
係
者
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
国
や
県
の
意

向
を
聞
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
整

備
・
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
事
業

を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

石
列
や
盛
土
で
表
示
し
、
平
面
模

型
や
多
目
的
広
場
、
散
策
路
を
設

け
る
な
ど
、
気
軽
に
歴
史
を
体
感

で
き
る
憩
い
の
場
と
し
て
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
な
お
、
で
き
る
だ

け
早
い
整
備
・
活
用
を
目
指
し
ま

す
が
、
整
備
に
必
要
と
な
る
十
分

な
土
地
が
ま
だ
確
保
で
き
て
い
な

い
た
め
、
短
期
・
中
期
・
長
期
の

3
段
階
で
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
整
備

後
の
但
馬
国
分

寺
跡
が
ふ
る
さ

と
を
理
解
す
る

た
め
の
学
習
の

場
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
イ

ベ
ン
ト
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
市

民
に
親
し
ま
れ

る
空
間
と
な
る

よ
う
な
活
用
方

法
を
考
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文

化
財
へ
の
理
解

を
促
し
、
地
域

の
活
性
化
、
交

流
人
口
の
拡
大

を
目
指
し
、
積

極
的
な
事
業
の

　
国
分
寺
と
は
、
奈
良
時
代（
約

1
2
5
0
年
前
）に
聖
武
天
皇
の

命
令
で
全
国
に
造
ら
れ
た
寺
院
で

す
。
但
馬
国
分
寺
は
、
但
馬
国
を

代
表
す
る
寺
院
と
し
て
、
日
高
町

国
分
寺
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
昭

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
但
馬
国
分
寺
跡（
日
高
町
国
分
寺
）を
保
存

し
、
整
備
・
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、
保
存
管
理
計
画
と
整
備
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
進
め
て
い
く
保
存
・
整
備
・
活
用
の
取
組
み
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

《
問
合
せ
》
文
化
振
興
課
☎
23

1
1
6
0

   

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
☎
42

6
1
1
1

〜
全
国
有
数
の
貴
重
な
文
化
財
を
守
り
、
活い

か
す
た
め
に
〜

但
馬
国
分
寺
跡
　
保
存
管
理
計
画
・
整
備
基
本
計
画
を
策
定

▲発掘された七重塔跡（昭和48年）

▲CG（コンピューターグラフィックス）で復元
した但馬国分寺

整備イメージ図（作画：小沼康子）

和
48
年
か
ら
続
け
て
い
る
発
掘
調

査
で
、
寺
域
が
1
辺
約
1
6
0

メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
や
、
七
重
塔
や
金
堂
、
中
門

な
ど
多
く
の
建
物
が
建
て
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
全
国
の
国
分
寺
で
初
と
な
る

木
簡
が
出
土
す
る
な
ど
、
貴
重
な

資
料
も
数
多
く
見
つ
か
って
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
財
が
高
く

評
価
さ
れ
、
但
馬
国
分
寺
跡
は

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
但
馬
国
分
寺
跡
を
将
来
に
わ

た
っ
て
保
護
し
て
い
く
た
め
、
保

存
管
理
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
遺
構
の
分
布
や
土
地
の

利
用
状
況
な
ど
に
応
じ
て
但
馬
国

分
寺
跡
を
4
地
区
に
分
け
、
地
区

ご
と
に
保
存
管
理
の
方
針
を
定
め

た
も
の
で
す
。
但
馬
国
分
寺
跡
を

適
切
に
保
護
す
る
た
め
に
、
寺
域

全
体
の
史
跡
指
定
を
目
指
し
ま
す

が
、
土
地
所
有
者
の
意
向
に
十
分

配
慮
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
但
馬
国
分
寺
跡
の
整
備
基
本
計

画
も
策
定
し
ま
し
た
。
同
跡
は
、

史
跡
公
園
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

「
古
い
に
し
え

の
但
馬
が
今
に
よ
み
が
え
る

地
域
の
誇
り
と
し
て
の
但
馬
国

分
寺
跡

」を
基
本
理
念
と
定
め
、

七
重
塔
跡
な
ど
の
遺
構
の
位
置
を

但
馬
国
分
寺
と
は

保
存
管
理
計
画

よ
り
良
い
整
備
･活

用
に
向
け
て

整
備
基
本
計
画
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7
月
は
い
よ
い
よ
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
登
録
の
月
。
上
旬
の
第
11

回
締
約
国
会
議（
Cコッ
プ
イ
レ
ブ
ン

O
P 

11
）で
の
登

録
認
定
を
経
て
、
下
旬
に
は
啓
発
週

間「
ラ
ム
サ
ー
ル
W
E
E
K
」で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課　

　

☎
21

9
0
1
7

「
円
山
川
下
流
域
･
周
辺
水
田
」

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

い
よ
い
よ
　          

啓
発
週
間

登
録
認
定 
〜 
ラ
ム
サ
ー
ル
Wウ

ィ

ー

ク

E
E
K
実
施
へ

７月６～13日ラムサール条約第11回
締約国会議（ルーマニア）

7月22～29日ラムサールWEEK 「地域の自然を見つめ、守るために動く!」

①７月22日（日）午前
～みんなで行動開始!～
　ラムあるき･クリーン
　　　　　　　　&決起集会

②７月23日（月）～26日（木）
力を合わせて自然再生

③７月24日（火）夜
ラムサールを考えよう

⑤７月28日（土）夜
豊岡の風景を形づくる
｢おもひで｣を感じよう

⑥７月29日（日）午後
NHK環境イベント

？ ？

？

④７月27日（金）～29日（日）
～２泊３日の合宿で、将来世代が地域のお宝みっけ!～
ひとつなぎの秘宝を探せ! ｢O

ワ ン

NE P
ピ ー ス

IECE in Toyooka｣

22日（日）23日（月）24日（火）25日（水）26日（木）27日（金）28日（土）29日（日）

中貝市長が
COP11に参
加し、認定証
を受領。豊岡
の取組みを
発表します。

　オリジナル｢ラムサール軍手&ご
み袋｣を手に、登録湿地の風景を
見つめながら美化ウォーキング。
　田結、気比、…複数のスタート
地点から県立円山川公苑に結集し、
登録を祝うとともに、エリアの保
全を誓います。カヌー、カッター
等の体験コーナーもあり!

①市民参加
　キックオフ
イベント

②「生きもの応援」ボランティア作業 ④子どもラムサール

⑤ミュージカル公演

⑥NHK環境
　イベント

③ラムサールセミナー

・円山川の宝さがし
・戸島湿地の宝さがし
・田結ナイトツアー
　　　　　　　（宿泊）

27日

28日
・田んぼの宝さがし
・空から宝さがし
・ミュージカル鑑賞
　　　　　 　（宿泊）

29日
・ONE　PIECE
　～ひとつなぎの秘宝～まとめ
・NHK環境イベントで発表

対象者　市内小学５・６年生、中学生、高校生
定　員　30人
参加費　8,000円（宿泊、食事、観劇、体験料を含む）
募集期間　６月27日（水）～７月13日（金）
その他　参加者には、ラムサール特製Tシャツをプレゼント

　湿地の機能を高める作
業にトライ!

　登録の意義、豊岡の進
むべき方向について討論

　みんなでラムサール登録
を盛り上げよう。お楽しみに！わらび座ミュージカル

●どれか一つでも、あるいは全部でも…。一週間、｢ラムサール登録｣ に向き合いましょう！

会場となるブカレストの国会宮殿

参加者大募集!

人気タ
レント

と

ラムサ
ールク

イズで

交流！
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法
務
局
に
保
管
さ
れ
て
い
る

土
地
登
記
簿
や
地
図（
公
図
）は
、

大
半
が
明
治
時
代
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
、
土
地
の
面
積
や
境
界

位
置
、
形
状
が
必
ず
し
も
正
確

で
は
な
い
た
め
、
G
P
S（
※
注
）

を
用
い
た
新
鋭
の
測
量
技
術
で

正
確
な
地
図
を
作
成
し
ま
す
。
ま

た
、
山
林
部
で
は
高
齢
化
な
ど
に

よ
っ
て
土
地
境
界
を
確
認
で
き

る
方
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
お

り
、
明
確
で
な
い
土
地
境
界
を
め

ぐ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
不
具
合
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
籍
調
査

の
実
施
は
、
正
確
な
土
地
デ
ー
タ

の
保
全
管
理
や
土
地
取
引
の
円

滑
化
に
役
立
ち
ま
す
。

※
注
…
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
略
語
。

地
球
上
の
現
在
位
置
を
調
べ
る

た
め
、
人
工
衛
星
か
ら
の
信
号

を
受
信
し
て
測
る
シ
ス
テ
ム

　
調
査
は
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車

道
の
建
設
予
定
地
を
中
心
に
、
市

内
各
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
現
地

で
の
立
ち
会
い
調
査
日
に
、
土
地

所
有
者
と
地
元
の
地
籍
調
査
推
進

委
員
、
地
籍
調
査
受
託
事
業
者
、

市
職
員
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
土

地
境
界
に
杭く
い

を
設
置
し
て
、
後
日

測
量
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
実
施
後
は
、
境
界
杭
の
位

置
情
報
を
座
標
等
数
値
デ
ー
タ
で

管
理
し
ま
す
の
で
、
災
害
時
な
ど

境
界
杭
が
な
く
な
る
よ
う
な
事
態

に
な
っ
て
も
復
元
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
一
般
的
に
土
地
売
買
や
分

筆
登
記
の
場
合
に
も
、
隣
接
地
所

有
者
の
立
ち
会
い
が
不
要
で
す
。

　
地
籍
調
査
に
掛
か
る
費
用
は
国

や
県
、
市
が
分
担
し
、
個
人
の
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
地

籍
調
査
は
地
区
単
位
で
協
力
い
た

だ
い
て
実
施
す
る
も
の
で
、
個
人

単
位
の
調
査
は
行
い
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
地
元
に
地
籍
調
査
推
進

委
員
会
を
組
織
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
、
現
地
立
ち
会
い
調
査

日
に
は
必
ず
関
係
土
地
所
有
者
の

立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。

■
地
籍
調
査
の
基
準
杭
、
境
界
杭

　「
地
籍
調
査
事
業
」で
設
置
し

た
杭
は
、
そ
の
土
地

の
正
確
な
位
置
を
定

め
る
基
準
や
境
界
を

表
し
て
お
り
、
今
後
、

土
地
の
利
活
用
に
役
立
つ
大
切
な

も
の
で
す
。
う
っ
か
り
抜
き
取
っ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
保
全
管
理
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
農
作

業
な
ど
の
支
障
と
な
る
場
合
に
は
、

事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
都
市
再
生
街
区
基
準
点
、
節
点

　
街
区
基
準
点
な
ど

は
、
国
土
交
通
省
が
豊

岡
お
よ
び
日
高
地
域
の

市
街
地
に
設
置
所
有

し
て
お
り
、
市
に
管
理
委
託
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
測
量
や
分

筆
登
記
な
ど
の
際
に
基
準
と
な
る

大
切
な
施
設
で
す
。
こ
の
周
囲
5

メ
ー
ト
ル
以
内
で
工
事
を
行
う
場
合

は
、
事
前
に
市
役
所
への
届
け
出
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
ま
た
は

地
籍
調
査
課
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
目
的

調
査
の
実
施
方
法
は

調
査
デ
ー
タ
の
管
理
は

費
用
負
担
は

亡
失
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

調
査
の
実
施
箇
所

地
籍
調
査
実
施
中

　

地
籍
調
査
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ
く「
国
土
調
査
」の
一
つ
で
、

主
に
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
、
一い
っ

筆ぴ
つ

ご
と
の
土
地
の
所
有
者
、
地

番
、
地
目
を
調
査
し
、
境
界
の
位
置
と
面
積
を
測
量
す
る
も
の
で
す
。

《
問
合
せ
》
地
籍
調
査
課
☎
21

9
0
6
4

24年度地籍調査（現地立会）予定箇所
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　市では、但東町相田の「相田土生ケ丘分譲宅地」の分譲をしています。
　但東地域は、古くから伝統の「但馬ちりめん」産地として発展を遂げ、100%そば粉を使った「赤花そ
ば」、70万本のチューリップが咲き誇る「たんとうチューリップまつり」、「シルク温泉」、「たんたん温泉
福寿の湯」など多彩な観光資源に恵まれた地域です。この分譲宅地で、のどかな田舎暮らしをしてみ
ませんか。

■概要
●所在地　豊岡市但東町相田
●道　路　県道佐々木小谷線沿い（国道426号まで約1.3km）
●交　通　・JR豊岡駅（約26km）・JR福知山駅（約31km）
　　　　　・イナカー小谷停留所（1.4km）
●教育施設・合橋認定こども園（約4.1km）
　　　　　・合橋小学校（約4.1km）
　　　　　・但東中学校（約3.7km）
●医療施設等・公立豊岡病院出石医療センター（14.5km）
　　　　　　・公立豊岡病院（約26km）
　　　　　　・合橋診療所（約3.0km）
●その他施設・市役所但東総合支所（約2.8km）

■分譲条件（抜粋）
●分譲対象　自己の居住する専用住宅または併用住宅
（居住部分の面積が延べ床面積の２分の１以上である
こと）を建築する方に限ります。
●譲渡物件　現状のまま、引き渡します。
●分譲地の共有可能範囲　申込者の父母、配偶者、配偶
者の父母、子、子の配偶者
●転売等の期限　譲渡契約の締結日から５年間は、分譲
地の所有権を他人に譲渡または貸与することはできま
せん。

★市では、宅地を探している方を紹介いただいた方に
謝礼金を支払う「分譲宅地紹介謝礼金制度」を導入し
ています（５月25日発行の市広報紙に掲載）。

★竹野町「御又地区分譲宅地」（残り１区画）や、出石町
「中川地区分譲宅地」（残り11区画）もあります。
★詳細は、問い合わせください。

■分譲面積・価格
【第1分譲地】
区画
番号 宅地面積 菜園面積 合計面積 譲渡価格

7 361.50㎡ 30.84㎡ 392.34㎡ 4,362,000円
【第2分譲地】
区画
番号 面積 単価 譲渡価格

3 300.01㎡ 14,200円/㎡ 4,260,000円
10 523.31㎡ 11,400円/㎡ 5,965,000円
※上記の譲渡価格には、上水道加入金、下水道負
担金が含まれています。

◇申込方法　所定の申込書に必要事項を記入の上、建設課に持参するか郵送してください。申込書は、　建
設課と各総合支所地域振興課に設置しています。また、市ホームページからもダウンロードできます。

《問合せ》建設課建設管理係☎23-1115

但東「相
あ い

田
だ

土
は

生
ぶ

ケ
が

丘
お か

分譲宅地」のご案内

☆
第
1
分
譲
地
は
菜
園
付
き

の
物
件
で
す

☆
田
舎
暮
ら
し
が
満
喫
で
き

ま
す

☆
美
人
湯
で
有
名
な
シ
ル
ク

温
泉
が
す
ぐ
そ
こ
で
す

　　認定
こども

　　認定
こども
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健
康
か
わ
ら
版

　

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
、
自
宅
と
週
1
回
の

教
室
と
で
行
い
ま
す
。
竹
野
・
日

高
・
出
石
・
但
東
地
域
内
の
6
会

場
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
一
人
一
人
に
適
し
た
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供

・
簡
単
な
体
力
測
定
と
普
段
の
活

動
量
を
基
に
、
個
別
の
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
ま
す
。

◆
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柱

・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
筋
ト
レ
）

・
有
酸
素
運
動

◆
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
も
転
倒
予
防
で

も
成
功
の
鍵
は「
筋
ト
レ
」!

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
け
で
は
、
年

齢
に
伴
う
筋
肉
の
減
少
を
抑
制
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
筋
ト
レ
は
、

梅
雨
や
冬
場
で
も
継
続
で
き
る
但

馬
地
域
に
適
し
た
運
動
で
す
。

　

平
成
23
年
8
月
、
市
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
運
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ「
健
康

ポ
イ
ン
ト
制
度
」を
始
め
ま
し
た
。

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
は
、
運
動
施
設

や
温
泉
施
設
の
利
用
券
に
交
換
で

き
る
ほ
か
、
保
育
園
や
小
・
中
学

校
な
ど
に
も
寄
付
で
き
ま
す
。

《
平
成
23
年
度（
12
月
末
）》

　

申
請
者
数　

1
3
1
人

　

ポ
イ
ン
ト
数　

38
万
5
7
4
0

　

市
は
、
寄
付
分
を
10
ポ
イ
ン
ト

=

1
円
で
換
算
し
、「
報
償
金
」と

し
て
各
施
設
に
贈
呈
し
ま
し
た
。

◆
活
用
事
例

※
他
の
活
用
事
例（
図
書
購
入
、

環
境
整
備
、
交
流
会
、
各
種

ボ
ー
ル
購
入
、
救
急
セ
ッ
ト
購

入
、
広
報
誌
印
刷
な
ど
の
一
部

と
し
て
活
用
な
ど
）は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
が
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
に
つ
な
が
る
健
康
ポ
イ
ン
ト

制
度
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
に
関
す
る
情
報
や
取
組
み
を
12
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届

け
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

〈
筋
ト
レ
の
一
例
〉

　

〜
ス
ク
ワ
ッ
ト
〜

　

鍛
え
る
部
位
：
下
半
身
全
体
と
大
腰
筋

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
報
償
金
の

使
途
を
報
告
し
ま
す

〜
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
が

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
〜▲運動ボールで体力づくり（竹野小学校）

▲元気いっぱい雪遊び（神美小学校）▲歯磨き指導（資母小学校）

筋肉率の基準値
転倒予防 メタボ予防
女性 男性 女性 男性

22
％
以
上

29
％
以
上

25
％
以
上

35
％
以
上

筋肉率…体重に占める筋
　　　　肉の割合

　

筋
肉
率
が
基
準
値
を
上
回
る
と
、

メ
タ
ボ
や
転
倒
の
発
生
率
が
低
い

と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に

筋
肉
率
な
ど
の
測
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
健
康
増
進

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 

お
知
ら
せ

　

次
回
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
は
、

7
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙
で

募
集
予
定
で
す（
教
室
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

①椅子の背を支えに、肩幅に脚を開き、背筋
を伸ばして立つ。
②ゆっくりと椅子に座るように股関節と膝を曲
げる（曲げる膝の角度は45度程度）。
③ゆっくりと元の姿勢に戻る。
※膝をつま先より前に出さない!
　目安 …１日２セット（10回で１セット）

「誰かが」では
なく「自分が」

　「いつかは」で
はなく「今から

」
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続
き
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

・
運
賃
が
安
く
、
江
原
駅
ま
で
送

迎
す
る
必
要
も
な
い
、
と
親
も

喜
ん
で
い
ま
す
。

・
出
石
に
通
っ
て
い
ま
す
。
朝
一

番
の
便
は
乗
り
換
え
な
し
で
通

学
で
き
、
と
て
も
便
利
で
す
。

・
登
校
時
の
車
内
で
予
習
す
る
な

ど
、
時
間
を
有
効
に
使
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
や
運
行
事
業
者
と
協
働
し
、
大
切
な
地
域
の
公
共

交
通
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
試
み
と
し
て
、
神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円

バ
ス
」社
会
実
験
を
、
昨
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
利
用
状
況
や
取
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

1
7
1
2

　

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
4
月

以
降
、
朝
夕
の
便
で
、
高
校
生
の

通
学
利
用
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

〈
高
校
生
の
声
〉

・
中
学
校
卒
業
前
に
市
の
出
前
授

業
を
受
け
、
今
春
か
ら
も
引
き

　

こ
の
社
会
実
験
は
、大
幅
な「
利

用
者
負
担
の
軽
減
」と「
利
便
性
の

向
上
」が
、
路
線
バ
ス
の
維
持
活

性
化
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
か
ど

う
か
を
見
極
め
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
利
用
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

〈
利
用
の
ポ
イ
ン
ト
〉

○
運
賃
を「
上
限
2
0
0
円
」に
設

定
、
小
児
は
半
額
、
身
体
障
害

者
割
引
も
適
用

○
平
日
は
、
朝
一
番
の
エ
ク
ス
プ

レ
ス
便
や
、
午
後
9
時
に
江
原

駅
発
の
最
終
便
を
増
便
。
約
1

時
間
間
隔
で
運
行

○
沿
線
施
設
で
料
金
の
割
引
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ

る「
神
鍋
線
応
援
団
」が
拡
大
中

○
神
鍋
高
原
の
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
を

お
得
に
周
遊
で
き
る「
一
日
乗

車
券
」が
車
内
で
購
入
可
能

　

高
校
生
の
通
学
利
用
が
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
目
標
達
成
に
は

大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

今
後
も
定
期
的
な「
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
デ
ー
」の
実
施
や
、
地
域
資

源
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
バ
ス
利
用

と
が
連
動
し
た
利
用
促
進
に
つ
い

て
、
地
域
を
挙
げ
た
取
組
み
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

国
や
関
西
広
域
連
合
で
は
、
関

西
電
力
㈱
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

節
電
協
力
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
夏
は

可
能
な
限
り
節
電
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

◆
期
間　

7
月
2
日（
月
）〜
9
月

7
日（
金
）の
平
日

◆
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
8
時

（
特
に
、
午
後
1
時
〜
4
時
）

◆
節
電
協
力　

15
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
・
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
冷
房
機
器
の

設
定
温
度
は
28
度
を
目
安

・
す
だ
れ
や
よ
し
ず
な
ど
で
、
日

差
し
を
和
ら
げ
る

・
不
要
な
照
明

の
消
灯（
こ
ま

め
に
消
灯
し
、

照
明
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
）

・
テ
レ
ビ
画
面
の
輝
度
を
下
げ
、

必
要
な
と
き
以
外
は
消
す

・
冷
蔵
庫
の
設
定
を「
強
」か
ら

「
中
」に
！
開
閉
を
少
な
く
し
、

詰
め
込
ま
な
い

《
問
合
せ
》
地
域
戦
略
推
進
課

　

☎
21

9
0
1
2

高
校
生
の
利
用
が
増
加

い
ろ
い
ろ
な
利
用
方
法
で

社
会
実
験
に
参
加
を
！

こ
の
夏
、
15
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

《通学時間帯の利用状況（１便当たり）》

25

20

15

10

5

0
EX便
登校時

7：50
（神鍋⇒江原）

18：00
下校時

19：00
（江原⇒神鍋）

10～3月（平成23年度）
4～5月（平成24年度）

11.2

21.7

14.4

16.4 16.4

21.5

（人）

7.0

11.1

▲朝のEX（エクスプレス）便の利用状況

「誰かが」では
なく「自分が」

　「いつかは」で
はなく「今から

」

神
鍋
線「
上
限
2
0
0
円
バ
ス
」社
会
実
験
！

〜
利
用
と
い
う
方
法
で
積
極
的
な
参
加
を
！
〜

家
庭
で
で
き
る
節
電
方
法

「
未
来
へ
の
責
任
」を果

た
す
た
め
に
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※
所
得
審
査
対
象
者
の
所
得
状
況

に
よ
り
、
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
と
承
認
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
免
除
と
承
認
さ
れ
た
場
合

は
、
区
分
に
応
じ
た
保
険
料
を

納
付
し
な
け
れ
ば
免
除
期
間
に

な
り
ま
せ
ん
。

※
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
反
映

さ
れ
る
割
合
は
、「
国
民
年
金
法

　

国
民
年
金
に
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
40
年
間
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
失
業
や
前
年
所
得
が

少
な
い
な
ど
で
、
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き
に
は
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
免
除
さ
れ
る「
申

請
免
除
制
度
」や
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
る「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」が
利
用
で
き

ま
す
。
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
期
間
は
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
や
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
。
保
険
料
が
未
納
の
状

態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
な
ど

不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障

害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
た
だ
し
、
免
除
や
猶
予
を
受
け

た
期
間
、
区
分
に
応
じ
て
、
将

来
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
額

は
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
7
月
14
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
7
月
2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
17
日

（
火
）・
23
日（
月
）・
30
日（
月
）は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が

国
会
で
成
立
し
た
場
合
の
割
合

に
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者　

本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
全
員（
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
の
場
合
は
、
30
歳
未
満

の
本
人
と
配
偶
者
）で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

方
・
前
年
所
得
が
少
な
い（
左
表
参

照
）

・
平
成
23
年
4
月
以
降
に
失
業
・

倒
産
・
事
業
の
廃
止
が
あ
っ
た

・
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

前
年
所
得
が
1
2
5
万
円
以
下

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る

・
特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
て
い

る
▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
）

・
印
鑑

・
失
業
の
場
合
は
、「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」ま
た
は「
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
離
職
票
」の
写

し
な
ど

・
廃
業
の
場
合
は
、「
廃
業
証
明

書
」、「
離
職
者
支
援
資
金
貸
付

決
定
通
知
書
」の
写
し
な
ど

・
平
成
24
年
1
月
2
日
以
降
に
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方
は
、

前
住
所
地
の「
平
成
24
年
度
所

得
課
税
証
明
書
」

▽
所
得
申
告　

免
除
の
判
定
は
所

得
で
審
査
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
承
認
期
間　

7
月
1
日
〜
平
成

25
年
6
月
30
日（
1
年
間
）

▽
追
納
制
度　

免
除
や
猶
予
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
3
年

度
目
以
降
か
ら
経
過
し
た
期
間

に
応
じ
て
加
算
額
が
当
時
の
保

険
料
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

平
成
24
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
申
請
受
付
開
始

7月から

〈保険料免除・若年者納付猶予の違い〉

区分 申請できる
年齢

前年所得の
審査対象者

月額保険料
（承認期間中）

老齢基礎年金を
受給するとき

全額免除

20～60歳
未満

　本人、
　配偶者、
　世帯主

0円２分の１納付の扱い

４分の３免除 3,750円８分の５納付の扱い

半額免除 7,490円４分の３納付の扱い

４分の１免除 11,240円８分の７納付の扱い

若年者納付猶予 20～30歳
未満

本人、
配偶者 0円 反映は無し

〈免除区分ごとの対象となる
所得の目安表〉

区　分 単身
世帯

１人
扶養

３人
扶養

全額免除・若
年者納付猶予 57万円 92万円 162万円

４分の３免除 93万円 142万円 230万円

半額免除 141万円 195万円 282万円

４分の１免除 189万円 247万円 335万円
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極
夜
に
突
入
し
ま
し
た
。
次
に

太
陽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

7
月
12
日
の
予
定
で
す
。
太
陽
が

恋
し
く
感
じ
ま
す
。
最
近
は
南
極

の
生
活
が
日
常
と
な
り
、
み
ん
な

で
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
特
別
な

ひ
と
と
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
極
夜
期
、
冬
至（
6
月
21

日
）を
迎
え
る
南
極
で
は
、
各

基
地
で
M
W
F（
ミ
ッ
ド
ウ
ィ
ン

タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）が
行
わ

れ
ま
す
。
南
極
昭
和
基
地
で
は
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
第
53
次
越

冬
隊
は
、
6
月
19
日
か
ら
23
日

に
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
前

夜
祭
・
後
片
付
け
を
含
む
）を
開

催
す
る
こ

と
に
な
り

ま
し
た
。

開
催
に
当

た
り
10
人

の
隊
員
で

実
行
委
員

会
を
組
織

「
み
や
ぢ
」南
極
へ
行
く
⑥
Mエ

ム
ダ
ブ
リ
ュ
エ
フ

W
F

し
、
私
は
実
行
委
員
長
を
や
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結

構
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま

す
。
内
容
は
次
号
で
報
告
し
ま
す
。

　

7
月
中
旬
、
私
の
出
身
校（
城

崎
小
学
校
）と
南
極
昭
和
基
地
と

を
衛
星
中
継
で
結
び
、
子
ど
も
た

ち
と
直
接
や
り
取
り
す
る
授
業
を

行
う
予
定
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
見

覚
え
の
あ
る
顔
が
見
ら
れ
る
と
思

う
と
大
変
待
ち
遠
し
い
で
す
。

※
詳
細
は
、
ブ
ロ
グ「
植
村
直
己

冒
険
館
職
員
南
極
へ
行
く
」で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

http://blog.ap.teacup.

　
　

com
/boukenkan/

着
手
し
ま
し
た
。

̶

製
造
方
法
は
？

　

草
な
ど
を
粉
砕
し
、
繊
維
を
細

か
く
し
た
後
で
、
水
を
混
ぜ
て
発

酵
分
解
を
促
進
し
ま
す
。

　

刈
草
の
量（
体
積
）は
、
1
年
後

に
3
〜
4
割
に
、
2
年
後
に
は
1

割
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

̶

刈
草
に
は
雑
草
の
種
な
ど
が
混

ざ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

発
酵
分
解
の
際
に
60
度
以
上
の

熱
が
発
生
す
る
の
で
、
雑
草
の
種

子
は
死
滅
し
ま
す
。
製
造
を
始
め

て
か
ら
2
年
経
ち
ま
し
た
が
、
雑

草
は
生
え
て
い
ま
せ
ん
。

̶

き
っ
か
け
は
？

　

当
社
は
市
内
で
土
木
・
造
園
工

事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
主
に
道

路
や
河
川
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

夏
期
に
は
道
路
沿
い
や
堤
防
の
草

刈
作
業
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
、
刈
り
取
っ
た
草（
刈
草
）

は
お
金
を
払
っ
て
処
分
し
て
い
ま

し
た
が
、
も
っ
た
い
な
い
で
す
し
、

処
分
費
用
も
掛
か
る
の
で
、
資
源

と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
に
、
豊

岡
市
技
術
革
新
等
支
援
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
設
備
を
導
入
し
、

草
や
枝
葉
に
よ
る
堆
肥
づ
く
り
に

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！
⑳

有
限
会
社
う
り
た
重
機
興
業

｜

草
や
枝
葉
に
よ
る
堆た
い
　
ひ肥
づ
く
り

｜

企業紹介

̶

使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
?

　

市
内
の
農
業
生
産
法
人
な
ど
に

使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
使
用

者
か
ら
は
、
牛
ふ
ん
で
作
っ
た
堆

肥
と
同
等
の
効
果
が
あ
る
一
方
で
、

臭
い
が
な
い
か
ら
使
い
や
す
い
と

聞
い
て
い
ま
す
。

̶

販
売
は
？

　

当
社
受
渡
し
な
ら
、
2
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
1
台
分
を
3
千
円
程
度
で

販
売
し
ま
す
。
少
量
の
販
売
、
当

社
に
よ
る
運
搬
も
可
能
で
す
。

̶
環
境
へ
の
影
響
は
？

　

刈
草
が
利
用
で
き
れ
ば
、
大
雨

の
後
に
海
岸
に
た
く
さ
ん
の
草
が

打
ち
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
や
、
草
が

水
路
に
詰
ま
っ
て
水
が
あ
ふ
れ
る

こ
と
な
ど
が
な
く
な
り
ま
す
。

̶

今
後
の
展
開
は
？

　

当
社
が
製
造
す
る
堆
肥
は
、
基

礎
的
な
肥
料
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
肥
料
に
他
の
資
材
を
加
え
、

用
途
に
合
わ
せ
た
肥
料
を
製
造
し

た
い
で
す
。

　

ま
た
、
原
材
料（
草
・
枝
葉
）を

も
っ
と
多
く
確
保
し
、
製
造
量
を

増
や
す
こ
と
で
多
様
な
販
売
先
を

開
拓
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
豊
岡
市
産
業
技
術
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
テ
ク
ナ
ビ
豊
岡
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://tech-navi.city.
toyooka.lg.jp/

▲宮下隊員の部屋

▲MWF実行委員会

▲堆肥を散布した畑

　

平
成
23
年
12
月
23
日
、「
み
や
ぢ
」こ
と
宮
下
泰
尚
隊
員（
豊
岡
市
職

員
）が「
第
53
次
南
極
地
域
観
測
隊
越
冬
隊
員
」と
し
て
南
極
昭
和
基

地
に
立
ち
ま
し
た
。
豊
岡
市
民
に
と
っ
て
、
豊
岡
に
い
な
が
ら
世
界

に
つ
な
が
る
と
い
う
新
し
い
夢
の
始
ま
り
で
す
。
世
界
に
飛
び
出
し

た
宮
下
隊
員
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44
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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

但
馬
・
丹
波
各
市
町
、
兵
庫
県
、

地
域
住
民
一
丸
と
な
っ
た
要
望
活

動
が
実
り
、
本
年
度
か
ら
、
北
近

畿
豊
岡
自
動
車
道
の
八
鹿
日
高
道

路
・
日
高
豊
岡
南
道
路
の
工
事〔
八

鹿
氷
ノ
山
Ｉイ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジC

〜（
仮
）豊
岡
南

Ｉ
C
の
区
間 

約
15
・
8
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
〕が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

5
月
26
日
、
起
工
式
を
日
高
町

祢に
ょ
う布

の
Ｉ
C
予
定
地
で
開
催
し
、

事
業
の
推
進
、
工
事
の
安
全
を
願

う
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
完
成

に
向
け
た
機
運
の
盛
り
上
が
り
を

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
式
典
の
後
、
地
元
神

楽
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道 

八
鹿
日
高
道
路

・
日
高
豊
岡
南
道
路
起
工
式
開
催

　

5
月
31
日
、N
O
M
O
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
本
拠
地
を
豊
岡

市
に
移
転
す
る
こ
と
を
、
同
ク
ラ

ブ
理
事
長
で
元
大
リ
ー
ガ
ー
の
野

茂
英
雄
さ
ん
と
中
貝
市
長
が
発
表

し
ま
し
た
。

  

移
転
は
、
10
月
以
降
の
予
定
で
、

市
内
で
は「
こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア

ム
」（
戸
牧
）を
中
心
に
、植
村
直
己

記
念
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場（
日

高
町
野
）、
出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
野
球
場（
出
石
町
福
住
）、

県
立
但
馬
ド
ー
ム（
日
高
町
名
色
）

の
4
球
場
を
利
用
す
る
予
定
で
す
。

　

野
茂
さ
ん
は「
N
O
M
O
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
、
チ
ャ
ン
ス

が
与
え
ら
れ
な
い
子
に
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
、
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
活
動
の
基
本
で

あ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
プ
ロ
野

球
選
手
を
輩
出
で
き
る
よ
う
豊
岡

市
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

豊
岡
市
に
移
転
す
る
こ
と
を
決
め

た
理
由
は
三
つ
あ
り
ま
す
。一
つ

目
は
、年
中
野
球
が
で
き
る
環
境

が
あ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
豊
岡

に
来
て
人
と
会
っ
て
熱
意
を
感
じ

た
こ
と
。
三
つ
目
は
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
野
生
復
帰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

聞
き
、
こ
こ
な
ら
私
た
ち
も
や
っ

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
こ
と
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は「
ひ
た
む
き
に
野

球
の
夢
を
追
い
求
め
る
皆
さ
ん
を

豊
岡
の
一
員
と
し
て
迎
え
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
市
民
を

挙
げ
て
歓
迎
し
、
応
援
し
、
苦
楽

を
共
に
し
た
い
。
地
域
の
野
球
の

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
や
子
ど
も

た
ち
が
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
に

貢
献
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
本
拠
地

豊
岡
市
に
移
転
決
定

　

6
月
4
日
、
株
式
会
社
但
馬
銀

行（
頭
取　

倉
橋　

基も
と
い

）と
豊
岡
市

は
、
市
内
事
業
者
に
対
す
る
支
援

活
動
に
連
携
し
て
取
り
組
み
、
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

本
市
が
経
済
活
性
化
の
た
め
に

金
融
機
関
と
連
携
協
定
を
締
結
す

る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、
株
式
会

社
但
馬
銀
行
も
地
方
自
治
体
と
連

携
協
定
を
締
結
す
る
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

〜
金
融
機
関
と
市
が
力
を
合
わ
せ
て
経
済
活
性
化
を
図
る
〜

株
式
会
社
但
馬
銀
行
と
豊
岡
市
と
の
連
携
協
定
調
印
式
開
催

▲起工式で鍬入れをする関係者
▲調印式での但馬銀行本店営業部長 加藤幹夫
さん（右）と中貝市長（左）

▲記者発表で握手する野茂理
事長（右）と中貝市長（左）

【
5
月
】

14
日
・
国
内
初
の
放
鳥
コ
ウ
ノ
ト

リ
3
世（
ひ
な
）確
認

18
日
・
豊
岡
市
経
済
連
絡
会
議
発

足

19
日
・
北
但
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル

事
業
開
催

20
日
・
市
の
記
念
日「
生
き
も
の

共
生
の
日
」

　
　

・「
障
害
者
日
本
縦
断
駅
伝
」

応
援（
〜
21
日
）

24
日
・「
江
差
追
分
」感
謝
の
旅「
北

前
船
寄
港
地
訪
問
」来
訪

26
日
・
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
八

鹿
日
高
道
路
・
日
高
豊
岡

南
道
路
起
工
式

30
日
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2　
0　
1

　
2
参
加

31
日
・
N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
の
本
拠
地
を
豊
岡

市
に
移
転
と
発
表

【
6
月
】

2
日
・
植
村
直
己
冒
険
賞
授
賞
式・

記
念
講
演
会

3
日
・
日
曜
納
税
相
談
・
納
付
窓

口
開
設

4
日
・
株
式
会
社
但
馬
銀
行
と
本

市
と
の
連
携
協
定
調
印
式

7
日
・
野
外
で
の
今
年
初
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
ひ
な
巣
立
ち
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N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
が
豊
岡
に
や
っ
て
き
ま
す
。
元

大
リ
ー
ガ
ー
の
野
茂
英
雄
さ
ん
が
、

若
い
人
た
ち
に
プ
ロ
野
球
へ
の
チ

ャ
ン
ス
を
与
え
よ
う
と
設
立
し
た

社
会
人
野
球
チ
ー
ム
で
す
。

　

堺
市
が
本
拠
地
で
し
た
が
、
球

場
を
高
速
道
路
が
通
る
こ
と
に
な

り
、
新
た
な
拠
点
を
探
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
年
10
月
か
11
月
ご
ろ
に
は
豊

岡
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。
豊
岡

の
市
民
球
団
が
で
き
ま
す
。

　

経
緯
は
、
こ
う
で
す
。
奈
良
県

内
の
事
務
所
で
働
く
男
女
2
人
の

方
が
仕
事
で
堺
市
に
行
き
ま
し
た
。

男
性
は
N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
清
水
監
督
の
先
輩
で
、
そ

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
女
性
の
提

案
で
ク
ラ
ブ
を
訪
問
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
野
茂
さ

ん
が
お
ら
れ
て
、
ク
ラ
ブ
の
移
転

先
を
探
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
女
性
は
豊
岡
の
大
フ
ァ
ン

で
、
小
学
生
の
お
嬢
さ
ん
は
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
大
フ
ァ
ン
で
、
豊
岡
に

来
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
移
転

先
に
豊
岡
は
ど
う
で
す
か
?
」

　

さ
ら
に
女
性
は
、
縁
の
あ
る
ヴ

ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
関
係
者
に
話
を

持
ち
込
み
ま
し
た
。
ヴ
ィ
ッ
セ
ル

も
豊
岡
と
縁
の
深
い
チ
ー
ム
で
す
。

そ
こ
か
ら
旧
知
の
市
の
職
員
に
情

報
が
も
た
ら
さ
れ
、
私
の
手
元
に

届
き
ま
し
た
。
誘
致
活
動
が
極
秘

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
1

月
の
こ
と
で
し
た
。
2
月
に
は
監

督
ら
に
球
場
を
見
て
も
ら
い
、
4

月
に
は
野
茂
さ
ん
自
身
の
視
察
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
5
月
末
に

正
式
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
ま
る

で
、
パ
ス
が
す
る
す
る
と
つ
な
が

っ
て
、「
ゴ
ー
ル
!
」と
な
っ
た
よ

う
な
感
じ
で
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会

長
の
柳
生　

博
さ
ん
に
報
告
す
る

と
、「
野
茂
さ
ん
と
豊
岡
?
そ
ん
な

こ
と
、
誰
も
予
想
し
な
い
よ
。
な

ん
て
素
敵
な
ミ
ス
マ
ッ
チ
!
」

　

野
茂
さ
ん
か
ら「
前
向
き
に
検

討
し
た
い
」と
話
が
あ
っ
た
4
月

上
旬
。
野
茂
さ
ん
に
あ
る
メ
ン
バ

ー
が「
な
ん
だ
っ
て
こ
ん
な
ま
ち

が
気
に
入
っ
た
の
で
す
か
?
」と

尋
ね
ま
し
た
。「
そ
れ
は
彼
で
す
」。

　

野
茂
さ
ん
が
指
差
し
た
そ
の
先

に
、
誘
致
担
当
の
市
職
員
が
驚
い

た
顔
で
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

5
月
25
日
、
谷
村
新
司
さ
ん
を

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
す
る
Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
50
歳
か
ら
の
旅
ク
ラ

ブ『Club D
ISCO

V
ER W

EST

』

の
夏
季
用
ポ
ス
タ
ー
、チ
ラ
シ
の
写

真
撮
影
が
市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
撮
影
場
所
に
選
ば
れ
た

ス
ポ
ッ
ト
は
、
ポ
ス
タ
ー
用
が
玄
武

洞
公
園
の「
青
龍
洞
」、
チ
ラ
シ
用

は
出
石
の「
辰
鼓
楼
」で
、
旅
す
る

谷
村
さ
ん
の
背
景
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
は
、
7
月

か
ら
9
月
ま
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本
エ
リ

ア
の
主
な
駅
や
関
連
施
設
な
ど
に

置
か
れ
る
ほ
か
、
Wウ

Eェ

Bブ

サ
イ
ト

に
も
掲
載
さ
れ
、
本
市
の
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

谷
村
さ
ん
は
本
市
の
印
象
を「
以

前
に
も
ラ
イ
ブ
で
来
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
時
に
良
い
気
が
、ま
た
良
い
空

気
が
流
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
っ

　

障
害
者
が
、
自
転
車
や
ハ
ン
ド

サ
イ
ク
ル
、
車
椅
子
で
、
札
幌
市

か
ら
那
覇
市
を
目
指
し
タ
ス
キ
を

つ
な
い
で
い
く「
障
害
者
日
本
縦

断
駅
伝
」が
行
わ
れ
、
5
月
20
日

か
ら
21
日
に
か
け
て
、
豊
岡
市
内

を
通
過
し
ま
し
た
。
こ
の
区
間
に

は
本
市
在
住
の
6
人
も
走
者
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

5
月
20
日
、
中
川
副
市
長
が
下

宮
の
中
継
所
で
走
者
を
出
迎
え
、

駅
伝
コ
ー
ス
沿
い
に
は
、市
内
小
・

中
学
生
ら
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い

た
応
援
旗
約
1
5
0
本
や
応
援
横

断
幕
が
並
び
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
盛
大
な
声
援
を
送
り
ま
し

た
。

  

20
日
の
ゴ
ー
ル
地
と
な
っ
た
植

村
直
己
冒
険
館
で
は
、
駅
伝
隊
長

で
あ
り
自
ら
も
障
害
者
で
あ
る
冒

険
家
・
風
間
深し

ん

志じ

さ
ん
に
よ
る
ミ

ニ
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〜「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
、僕
ら
は
一
つ
」の
エ
ー
ル
を
送
り
な
が
ら
〜

「
障
害
者
日
本
縦
断
駅
伝
」を
応
援

『C
ク
ラ
ブ

lub D

デ

ィ

ス

カ

バ

ー

ISCO
VER W

ウ
エ
ス
ト

EST

』の
夏
季
用
ポ
ス
タ
ー
、チ
ラ
シ
の
写
真
撮
影
に

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
谷
村
新
司
さ
ん
来
訪

た
」と
言
い
、さ
ら
に
、「
地
方
に
行

っ
た
時
の
楽
し
み
は
、
想
像
も
し

て
い
な
か
っ
た
景
色
に
出
会
え
た

り
、
そ
の
場
所
な
ら
で
は
の
食
べ

物
を
食
べ
た
り
、
地
元
の
方
と
触

れ
合
う
こ
と
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲谷村新司さん（右）と市のマ
スコット｢玄さん｣

▲駅伝ランナーの皆さんと声援を送る市
民ら

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
顛
末
記
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き
の
さ
き
語
り
ぐ
さ
め
ぐ
り

い
に
し
え
に思

い
を
は
せ
な
が
ら

城 崎城 崎

竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン
タ
ー
･
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

20
歳
の
施
設
に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
溢
れ
る

竹 野竹 野

奈
佐
小
学
校
日
食
観
察
学
習
会

刻
々
と
形
を
変
え
る
太
陽
に
感
動
！

豊 岡豊 岡

▲道中安全祈願の経文の下に「左あし谷道」などが刻まれ
ている古い道しるべ

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
5
月
21
日
、
奈
佐
小
学
校
校
庭

（
吉
井
）で
日
食
観
察
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

県
内
で
は
、2
8
2
年
ぶ
り
に
金
環
日
食
が
見
ら

れ
ま
し
た
が
、
市
内
で
は
部
分
日
食
を
観
測
。
同
校

児
童
･
幼
稚
園
児
や
保
護
者
ら
約
1
0
0
人
は
、
地

元
の
天
文
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
谷
口
衣
津
美
さ
ん

に「
明
る
さ
や
温
度
差
な
ど
を
五
感
で
感
じ
て
」と
の

指
導
を
受
け
、
刻
々
と
変
化
す
る
太
陽
の
形
を
観
察

し
ま
し
た
。
約
9
割
が
欠
け
る（
最
大
食
）午
前
7
時

半
を
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
迎
え
た
子
ど
も
ら
は「
す

ご
い
」「
き
れ
い
」と
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
中

村
美
月
さ
ん（
5
年
）は「
こ
ん
な
き
れ
い
な
日
食
は

初
め
て
」と
、
天
体
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

6
月
2
日
、
き
の
さ
き
語
り
ぐ
さ
め
ぐ
り（
全
5

回
の
2
回
目
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
坂
田
文
一
郎
さ
ん
か
ら
、
志
賀
直
哉
の

「
城
の
崎
に
て
」に
登
場
す
る
桑
の
木
や
古
い
道
し
る

べ
な
ど
の
話
を
聞
き
な
が
ら
現
鋳い

物も

師じ

戻も
ど
し

峠
へ
。
鋳

物
師
戻
ト
ン
ネ
ル
は
昭
和
50
年
に
完
成
と
聞
い
た
時
、

参
加
者
の
六む
つ

浦う
ら

拓た
く

男お

さ
ん（
城
崎
町
湯
島
）は「
阿あ

金こ
ん

谷だ
に（
竹
野
町
）出
身
の
母
は
、
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
た
ら

す
ぐ
に
実
家
に
行
け
る
の
に
と
言
っ
て
い
た
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。
旧
鋳
物
師
戻
峠
を
登
っ
て
い
く
と
、

伝
説
の
大
岩
も
見
え
、
湯
島
地
蔵
尊
に
到
着
。
か
つ

て
こ
こ
に
あ
っ
た
茶
屋
で
、
行
き
交
う
人
が
一
服
し

て
い
た
往
時
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　

6
月
2
日
と
3
日
の
2
日
間
、
竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル

セ
ン
タ
ー
･
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー（
竹
野
町
切
浜
）で
、

同
セ
ン
タ
ー
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
講
演
会
や
海
ホ
タ
ル
観
察
会
、
ジ
オ
･

カ
ヌ
ー
、
ス
ノ
ー
ケ
ル
教
室
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
初
夏
の
大
浦
湾
を
満
喫
し
ま
し
た
。
2
日
目
の

い
そ
の
生
き
も
の
観
察
教
室
で
は
、
シ
ロ
ウ
ミ
ウ
シ

や
ド
チ
ザ
メ
、
ア
カ
ヒ
ト
デ
な
ど
を
発
見
。
参
加
し

た
後
藤
真ま

凛り
ん

さ
ん（
中
竹
野
小
3
年
）は「
ア
メ
フ
ラ

シ
を
触
る
と
ぬ
る
ぬ
る
し
て
い
た
」と
笑
顔
で
し
た
。

　

大
浦
湾
の
魚
や
海
藻
が
た
っ
ぷ
り
の
特
製
潮う
し
お

汁じ
る

が

振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

▲三日月型の太陽の変化に釘付けの児童ら

▲いろいろな生きものに感動。大浦湾は大にぎわい
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ま
ち
む
ら
た
ん
け
ん

資
母
地
区
を
元
気
に
し
た
い
‼

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲相手を狙うも、うまくかわされたり、受け止められて
反撃されたり…それでもみんなは笑顔でプレー！

　

6
月
9
日
、
日
高
文
化
体
育
館
で
、
日
高
地
域
の

小
学
生
を
対
象
に
し
た
ソ
フ
ト
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
12
チ
ー
ム
が
、
A
と
B
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
2
試
合
ず
つ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
上
位
2

チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
対
戦
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
相
手
に
ボ
ー
ル
を
当
て
た
り
、
逆

に
当
て
ら
れ
た
り
し
て
一
喜
一
憂
し
、
ま
た
、
そ
の

た
び
に
観
客
席
か
ら
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、
会
場
は

熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
八
代
侍
Ⅳフ
ォ
ー
ス

」が
危
な
げ
な
い
試
合
運
び
で
優
勝
し

ま
し
た
。
試
合
の
勝
ち
負
け
に
関
係
な
く
、
子
ど
も

た
ち
は
爽
や
か
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

▲こんな所にお地蔵さんが！ゆっくり歩いてみると、住
み慣れた地域にも発見がいっぱい

　

5
月
27
日
、
高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み

（
但
東
町
畑
山
）で
ま
ち
む
ら
た
ん
け
ん（
同
実
行
委

員
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、
資
母
地
区
民
ら
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
む
ら
た
ん
け
ん
と
は
、
地
域
の
魅
力
や
課
題

を
探
り
、
地
域
社
会
の
成
り
立
ち
や
暮
ら
し
の
在
り

方
を
体
感
す
る
取
組
み
で
す
。
参
加
者
は
、
島
根
大

学
准
教
授
の
作さ
く

野の

広
和
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、

普
段
住
み
慣
れ
た
地
区
内
を「
た
ん
け
ん
」し
ま
し
た
。

2
班
の
班
長
の
今
出
敏
男
さ
ん
は「
子
ど
も
の
時
以

来
、
久
し
ぶ
り
に
歩
い
た
道
も
あ
り
、
廃
虚
に
な
っ

て
い
る
建
物
を
見
る
と
つ
ら
か
っ
た
。
何
と
か
し
な

く
て
は
」と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

出
石
の
マ
チ
をL

レ
ッ
ツ

et's

歩あ
る

キ
ン
グ
♪

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

出
石
の
ま
ち
の
良
さ
を
再
発
見

出 石出 石
　

6
月
8
日
、
出
石
の
歩
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
約
1
0
0

人
の
参
加
者
は
、の
ん
び
り
コ
ー
ス（
約
3
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）と
し
っ
か
り
コ
ー
ス（
約
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

に
分
か
れ
て
、
城
下
町
出
石
の
ま
ち
を
歩
き
ま
し
た
。

休
憩
場
所
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
市
職
員
が
観
光

ガ
イ
ド
と
な
り
、
そ
の
場
所
の
歴
史
な
ど
を
説
明
。

市
マ
ス
コ
ッ
ト「
玄
さ
ん
」も
駆
け
付
け
て
、
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
田
中
美み

喜き

朗ろ
う

さ
ん（
戸
牧
）は「
多
く
の

参
加
者
と
一
緒
に
歩
い
て
楽
し
か
っ
た
。
出
石
の
ま

ち
の
中
で
、
普
段
訪
れ
る
機
会
が
な
い
と
こ
ろ
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲インストラクター　小西晶子さんの指導を実践しな　
がらウォーキングする参加者ら

第
12
回
日
高
地
域
ソ
フ
ト
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

ボ
ー
ル
は
柔
ら
か
い
け
ど

当
て
ら
れ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
…
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ア
カ
ペ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ンin
と
よ
お
か
実
行
委
員
会
委
員
長

と
し
て
、豊
岡
を
ア
カ
ペ
ラ（
無
伴
奏
に
よ
る
合
唱
）で
盛
り

上
げ
る
元
気
な
女
性
を
紹
介
し
ま
す
。

真
野
亜あ

都つ

子こ

さ
ん（
32
歳
）瀬
戸

響
か
せ
た
い
　
豊
岡
の
ま
ち
に
　
歌
声
を　

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

アカペラと出会い、ますます歌が大好きにパートごとに練習、アカペラレッスン

裾
野
を
広
げ
る
た
め
に

　

同
実
行
委
員
会
は
、
将
来
の
ア

カ
ペ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
演
を
目
指

し
た
ア
カ
ペ
ラ
レ
ッ
ス
ン
を
市
内

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
結

成
さ
れ
た
ア
カ
ペ
ラ
チ
ー
ム「
エ

ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」が
、
初
め
て
講

師
役
に
挑
戦
。
地
元
の
チ
ー
ム
が

講
師
を
す
る
こ
と
で
、
ア
カ
ペ
ラ

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
い

う
作
戦
で
す
。
真
野
さ
ん
は「
地

元
の
チ
ー
ム
を
増
や
し
た
い
で
す
。

こ
の
レ
ッ
ス
ン
で
ア
カ
ペ
ラ
に
関

心
の
あ
る
方
が
集
ま
り
、
チ
ー
ム

を
作
る
機
会
に
な
れ
ば
」と
期
待

を
込
め
ま
す
。

ア
カ
ペ
ラ
で
豊
岡
を
元
気
に

　

真
野
さ
ん
は「
ア
カ
ペ
ラ
は
、

体
一
つ
で
、
気
軽
に
、
誰
に
で
も

で
き
ま
す
。
生
身
の
体
か
ら
発
す

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
な
の
で
、
温
か
い

音
楽
で
す
」と
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　
「
市
民
は
ア
カ
ペ
ラ
に
接
す
る

機
会
が
少
な
く
、
私
も
ア
カ
ペ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
携
わ
る
こ
と
で
、
ア

カ
ペ
ラ
に
出
会
っ
た
者
の
一
人
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
大
会
を

通
し
て
、
豊
岡
や
但
馬
の
方
に
ア

カ
ペ
ラ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
」と
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。

仲間と共にアカペリンピックを企画

動
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
」…
真

野
さ
ん
は
、
う
れ
し
さ
と
と
も
に

や
り
が
い
を
感
じ
、
進
学
よ
り
、

地
元
に
残
っ
て
音
楽
活
動
を
続
け

る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
社
会
人
と
し
て

働
き
な
が
ら
、
劇
団
の
活
動
を
続

け
て
い
た
真
野
さ
ん
の
元
に
、「
第

1
回
ア
カ
ペ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
実
行

委
員
会
に
参
加
し
て
み
な
い
か
」

と
の
誘
い
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
し

た
。

ア
カ
ペ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
「
ア
カ
ペ
リ
ン
ピ
ッ
ク
in
と
よ

お
か
」は
、
豊
岡
で
開
催
す
る
ア

カ
ペ
ラ
・
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
毎

年
1
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年

も
10
回
目
の
大
会
が
、
9
月
1
日

（
土
）に
、
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
豊
岡
以
外
か
ら
の
出
場
チ

ー
ム
も
多
く
、
こ
の
大
会
の
開
催

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
フ
ァ
ン
も

多
い
と
か
。
真
野
さ
ん
は「
出
場

チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
は
年
々
上
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場
内

の
イ
ベ
ン
ト
も
好
評
で
、
お
客
さ

ん
か
ら
、『
楽
し
か
っ
た
、
歌
で

こ
ん
な
に
感
動
す
る
な
ん
て
』と

か
言
わ
れ
る
と
、
次
も
頑
張
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今

年
の
大
会
も
期
待
し
て
く
だ
さ

い
」と
笑
い
ま
す
。

　

真
野
亜
都
子
さ
ん
は「
一
人
で

も
多
く
の
方
に
、
ア
カ
ペ
ラ
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
、

ア
カ
ペ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
ア
カ
ペ
ラ
・

コ
ン
テ
ス
ト
）や
ア
カ
ペ
ラ
レ
ッ

ス
ン
を
企
画
す
る
仕
掛
け
人
で
す
。

始
ま
り
は
独
学
に
よ
る
ピ
ア
ノ

　

真
野
さ
ん
が
音
楽
に
興
味
を
持

ち
始
め
た
の
は
小
学
生
時
代
。
家

に
あ
っ
た
ピ
ア
ノ
を
弾
く
う
ち
に
、

音
楽
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
ま
し
た
。

独
学
で
ピ
ア
ノ
を
学
び
、
自
分
流

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
曲
を
弾
き
な
が

ら
、
そ
の
旋
律
に
合
わ
せ
て
歌
い

ま
し
た
。「
自
分
流
で
や
る
の
が
楽

し
か
っ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

高
校
で
は
合
唱
部
に
入
部
。
ま

た
、
音
楽
を
勉
強
す
る
た
め
、
高

校
2
年
の
と
き
に
地
元
の
劇
団
に

入
団
。「
高
校
卒
業
後
は
、
歌
の

専
門
学
校
に
進
学
し
た
か
っ
た
」

と
い
う
理
由
で
す
。
劇
団
で
は
、

歌
・
ダ
ン
ス
・
芝
居
を
学
び
、
男

の
子
役
を
演
じ
る
た
め
に
、
そ
れ

ま
で
伸
ば
し
て
い
た
髪
を
バ
ッ
サ

リ
切
る
な
ど
、
役
作
り
に
徹
し
ま

し
た
。

人
の
喜
ぶ
顔
が
う
れ
し
く
て

　
「
感
動
し
た
よ
」…
劇
団
で
活
躍

し
て
い
た
真
野
さ
ん
へ
の
、
豊
岡

に
い
る
友
だ
ち
か
ら
の
一
言
で
す
。

「
地
元
の
方
が
、
自
分
の
音
楽
活
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あ
ら
ゆ
る
場
面
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
‼

　

ど
ん
ぐ
り
会（
豊
岡
）

豊
岡
北
中
学
校（
豊
岡
）

案
内
者　

紙か
み

谷た
に

竜り
ょ
う

馬ま

く
ん（
３
年
2
組
）

学
校
探
検
　 

②

　

豊
岡
北
中
学
校
の
在
校
生
は

6
6
3
人
で
、
但
馬
地
域
で
一
番

生
徒
数
の
多
い
学
校
で
す
。

　

同
校
に
通
う
生
徒
会
長
の
紙
谷

竜
馬
く
ん
は
、
70
人
も
の
部
員
が

所
属
す
る

野
球
部
の

キ
ャ
プ
テ

ン
を
務
め

て
い
ま
す
。

　

紙
谷
く

ん
は「
野

球
部
の
練

習
は
楽
し

い
で
す
。
試
合
に
勝
っ
た
と
き
は
、

自
分
た
ち
が
成
長
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　

春
の
但
馬
大
会
で
3
位
に
な
り
、

現
在
、
7
月
に
開
催
の
但
馬
中
学

校
総
合
体
育
大
会
に
向
け
て
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。「
目
標
は
全
国

制
覇
!
」と
力
強
く
宣
言
す
る
紙

谷
く
ん
に
豊
岡
北
中
学
校
を
紹
介

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

豊
岡
北
中
学
校
に
は
特
徴
あ
る

取
組
み
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

「
K
B
S（
北
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
）の
活
動
」で
は
、
夏
休
み

に
コ
ス
モ
ス

荘
な
ど
を
訪

問
し
、
高
齢

者
と
交
流
し

た
り
、花（
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
、

ス
イ
セ
ン
な

ど
）と
野
菜

（
サ
ツ
マ
イ

モ
、
ト
マ
ト
な
ど
）を
育
て
た
り

し
て
い
ま
す
。

　
「
あ
い
さ
つ
運
動
」は
、
週
ご
と

に
生
徒
会
役
員
が
交
代
で
学
校
の

玄
関
前
に
立
ち
、
登
校
す
る
生
徒

に
声
を
掛
け
ま
す
。
あ
い
さ
つ
が

返
っ
て
く
る
と
と
て
も
気
持
ち
が

良
い
で
す
。

　

ま
た
、
6
月
に「
あ
い
さ
つ
強

化
週
間
」

を
設
け
ま

す
。

　
「
リ
サ

イ
ク
ル
活

動
」は
、牛

乳
パ
ッ
ク

や
ベ
ル
マ

ー
ク
な
ど

を
集
め
、

集
め
た
も
の
を
関
係
団
体
に
送
り
、

ワ
ク
チ
ン
購
入
に
役
立
て
て
も
ら

い
ま
す
。
昨
年
は
牛
乳
パ
ッ
ク
を

約
8
万
3
千
枚
集
め
た
の
で
、
今

年
は
10
万
枚
を
目
標
に
集
め
た
い

で
す
。
9
月
に
は
、
学
年
ご
と
に

多
く
集
め
た
ク
ラ
ス
で
、
1
〜
3

位
の
順
位
を
決
め
、
表
彰
す
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、「
ユ
ニ
セ
フ
へ
の
募
金
活

動
」に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。「
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
」や「
募
金
活
動
」

は
、「
あ
い
さ
つ
強
化
週
間
」に
合

わ
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
週

は
と
て
も
忙
し
く
な
り
ま
す
。

　

僕
た
ち
は
、
但
馬
地
域
で
生
徒

数
が
一
番
多
い
学
校
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
の

特
徴
あ
る
取
組
み
を
行
う
こ
と
で
、

内
面
も
磨
い
て
、
但
馬
地
域
で
一

番
元
気
な
中
学
校
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

美
し
い
風
景
、
素
敵
な
笑
顔
。

心
を
揺
さ
ぶ
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

に
出
会
い
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。

　

ど
ん
ぐ
り
会
は
、
但
馬
文
教
府

み
て
や
ま
学
園
の
写
真
講
座
で
知

り
合
っ
た
仲
間
が
集
ま
っ
て
、
平

成
21
年
に
結

成
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー

は
現
在
11
人
。

サ
ー
ク
ル
名

の『
ど
ん
ぐ

り
会
』は『
写

真
の
腕
前
は

み
ん
な
ど
ん

ぐ
り
の
背
比

べ
の
よ
う
な

も
の
』と
い

う
こ
と
か
ら

付
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー

の
ほ
と
ん
ど
は
、
他
の
写
真
サ
ー

ク
ル
な
ど
に
も
属
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
会
で
も
不
定
期
に
集
ま

り
、
撮
影
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

世
話
人
の
河
原
久ひ
さ

一か
ず

さ
ん
は「
文

教
府
の
講
座
で
知
り
合
っ
た
仲
間

の
1
人
を
4
年
前
に
亡
く
し
ま
し

た
。
他
の
メ
ン
バ
ー
で
彼
の
追
悼

写
真
展
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
の
が

こ
の
会
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。
そ
れ
以

降
、
但
馬
文
教
府
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

の
写
真
展
を

毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

4
回
目
の

今
年
は
、
5

月
9
〜
20
日

ま
で
の
開
催

期
間
に
、
約

2
0
0
人
の

方
が
来
場
し

ま
し
た
。
河

原
さ
ん
は

「
写
真
は
自

分
の
思
い
を

自
由
に
表
現

で
き
る
。
そ

れ
が
楽
し
い
」と
魅
力
を
語
り
ま

す
。

　

同
会
は
、
今
後
も
地
元
に
愛
着

を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込

め
た
作
品
作
り
を
、
楽
し
み
な
が

ら
続
け
て
い
き
ま
す
。

▲文教府で開催された｢どんぐり会写真展｣で

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

中学校
編
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
39

　
〜
平
成
23
年
度
消
費
生
活
相
談
状
況
〜

に
誘
導
し
、
逆
に
振
込
み
手
続
き

を
さ
せ
る
詐
欺
事
件
や
相
談
が
多

く
発
生
し
ま
し
た
。 

○
新
た
な
手
口
の
相
談

　

貴
金
属
の
買
い
取
り
、
中
小
企

業
や
個
人
商
店
へ
の
提
携
リ
ー
ス

契
約
な
ど
、
新
た
な
相
談
も
発
生

し
ま
し
た
。
法
改
正
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
解
決
が
難
し
い
相

談
で
す
。

平
成
23
年
度

あ
っ
せ
ん
件
数
と
救
済
額

※
あ
っ
せ
ん
…
訪
問
販
売
業
者
な

ど
と
の
交
渉

　

平
成
23
年
度
の
豊
岡
市
く
ら
し

の
相
談
室
で
受
け
た
消
費
生
活
相

談
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

相
談
件
数
は
4
1
6
件（
苦
情

3
0
6
件
、
問
合
せ
1
1
0
件
）

で
、
昨
年
度（
4
3
3
件
）と
比
べ

る
と
、
過
払
い
金
に
関
す
る
相
談

の
減
少
や
、
啓
発
活
動
の
成
果
な

ど
で
17
件
減
少
し
ま
し
た
が
、
依

然
と
し
て
多
く
の
消
費
生
活
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
相
談
の
傾
向
・
特
徴

○
60
歳
以
上
の
方
の
投
資
関
連
ト

ラ
ブ
ル
急
増

　

60
歳
以
上
の
方
を
中
心
に
、
投

資
商
品
・
社
債
に
関
す
る
相
談
が

急
増
し
ま
し
た
。
複
数
の
事
業
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
し
、
電

話
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
で

金
融
商
品
の
購
入
を
勧
め
る
劇
場

型
の
勧
誘
手
口
が
新
た
に
発
生
し

ま
し
た
。

○
ア
ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
な
ど
で

「
請
求
画
面
が
消
え
な
い
!
」と

い
う
ト
ラ
ブ
ル
増
加

　

40
歳
以
上
の
方
か
ら
の
相
談
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

は
、
若
年
層
だ
け
で
な
く
、
幅
広

い
年
齢
層
で
増
え
て
い
ま
す
。

○
フ
リ
ー
ロ
ー
ン
、
サ
ラ
金
に
関

す
る
相
談
減
少

　

フ
リ
ー
ロ
ー
ン
、
サ
ラ
金
に
関

す
る
相
談
は
62
件
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
過
払
い
金
に
関
す
る
相

談
の
減
少
に
伴
い
、
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

○
医
療
費
な
ど
の
還
付
金
詐
欺
事

件
発
生

　

行
政
職
員
を
名
乗
り
、
医
療
費

や
保
険
料
な
ど
の
還
付
手
続
き
を

す
る
よ
う
に
と
、
携
帯
電
話
を
持

た
せ
て
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
Aエー
テ
ィ
ー
エ
ム

T
M

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

　

障
害
の
あ
る
方
が
、
就
労
に
必

要
な
知
識
・
能
力
を
身
に
付
け
る

取
組
み
の
一
つ
で
あ
る
実
習
訓
練

を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
、

企
業
な
ど
に
出
向
き
、
実
際
の
職

場
で
働
き
、
経
験
を
重
ね
る
こ
と

で
、
将
来
の
就
労
に
つ
な
げ
る
取

組
み
で
す
。
ま
た
、
障
害
者
支
援

事
業
所
が
清
掃
・
草
取
り
な
ど
を

受
託
し
、
作
業
を
行
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
実
習
・
作
業
を
通
し

て
、
就
労
に
向
け
て
の
実
践
力
を

養
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
は
、
協

力
企
業
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
習
、受
託
作
業
に
ご
協
力
を

　

障
害
者

支
援
事
業

所
で
は
、

実
習
の
受

け
入
れ
先

や
委
託
作

業
の
発
注

元
を
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
の
厳
し
い
経
済
状
況
な
ど
の

た
め
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い

か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

各
企
業
・
事
業
主
の
皆
さ
ん
に

実
習
受
け

入
れ
、
委

託
作
業
の

発
注
の
ご

協
力
を
お

願
い
し
ま

す
。
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
企
業
・
事
業
主

さ
ん
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
の
特
性
の
理
解
を

　

実
習
受
け
入
れ
な
ど
に
関
し
て
、

障
害
に
対
す
る
理
解
が
壁
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
障
害

が
あ
る
か
ら
何
も
で
き
な
い
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
能
力
・
特
性

に
合
っ
た
仕
事
内
容
と
適
切
な
指

示
で
、
条
件
ど
お
り
、
ま
た
は
そ

れ
以
上
に
丁
寧
な
仕
事
が
で
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
障
害
を
理

解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
人
一
人
の
意
識
を
変
え
る
こ

と
が
、
障
害
の
あ
る
方
の
自
立
に

つ
な
が
り
ま
す
。

《
問
合
せ
》
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24ｰ

7
0
3
3

地
域
で
と
も
に
暮
ら
す
…
③

　

力

を

付

け

る

た

め

に

▲受託作業の様子（花壇の除草）

▲受託作業の様子（里山作り）
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①フリーローン・サラ金 62件
②電話・インターネット等関連サービス 33件
③商品一般 20件
④金融商品（社債など） 18件
⑤健康食品・機器類 14件
⑥書籍・印刷物 10件
⑦衛生サービス 6件
⑧医療費の還付金詐欺 5件
⑨布団類 5件
⑩貴金属買取 2件

苦　情 64件
問合せ 2件
合　計 66件

区　　分 件数（件） 金額（円）

あっせん（交渉） 33 10,174,604

未然防止（助言） 30 5,684,280

合　　計 63 15,858,884

＜平成23年度　主な相談内容と件数＞

＜あっせん件数＞

＜救済状況＞



　

祝
2
歳
♪
か
わ
い
さ
全
開
☆
元
気

い
っ
ぱ
い
☆
お
兄
ち
ゃ
ん
と
の
お

し
ゃ
べ
り
が
楽
し
い
ね
。

　
（
父 

聡
・
母 

歩
、山
本
）

長田音
ね

生
お

ちゃん
（平成22年3月3日生）

　

歌
や
踊
り
が
だ
〜
い
好
き
。ち
ゃ

め
っ
気
た
っ
ぷ
り
な
か
ぐ
め
。そ
ん

な
か
ぐ
め
が
大
好
き
だ
よ
。

（
父 

大
輔
・
母 

薫
、日
高
町
鶴
岡
）

藤田かぐめちゃん
（平成22年4月21日生）

　

2
歳
お
め
で
と
う
！
い
つ
も
わ
ん

ぱ
く
ゆ
り
な
ち
ゃ
ん
。優
し
く
元
気

に
大
き
く
な
ぁ
れ
♡

（
父 
徳
和
・
母 

景
子
、但
東
町
南
尾
）

大石友
ゆ

梨
り

奈
な

ちゃん
（平成22年5月20日生）

　

2
歳
の
小
春
ち
ゃ
ん
で
ー
す
。い

つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
あ
り
が
と
う
♡

（
祖
母
）

（
父 

大
輔
・
母 

真
理
、下
陰
）

山内小
こ

春
はる

ちゃん
（平成22年2月19日生）

　

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
！（
兄　

琉
雅
）

　
（
父 

広
行
・
母 

あ
ゆ
み
、下
陰
）

岡田悠
ゆう

舜
と

ちゃん
（平成22年2月24日生）

　

1
歳
の
琴
音
ち
ゃ
ん
で
ー
す
。い
つ

も
か
わ
い
い
笑
顔
あ
り
が
と
う
♡（
祖

母
）

（
父 

幸
生
・
母 

ま
や
、一
日
市
）

羽尻琴
こと

音
ね

ちゃん
（平成23年2月22日生）

　

1
歳
お
め
で
と
う
。4
人
兄
弟
の

末
っ
子
。い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ネ
。

（
父 

陽
介
・
母 

保
子
、一
日
市
）

山内　翔
つばさ

ちゃん
（平成23年3月4日生）

　

毎
日
、毎
日
、悠
真
の
笑
顔
に
は
本

当
に
癒
さ
れ
て
る
よ
♡
お
姉
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
元
気
に
育
っ
て
ネ
！

　
（
父 

健
一
・
母 

里
夏
、伏
）

石田悠
ゆう

真
ま

ちゃん
（平成23年3月30日生）

行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

行
政
相
談
は
、
国
や
特
殊
法
人

な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
皆
さ
ん
か

ら
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を

受
け
、
そ
の
解
決
を
通
じ
て
行
政

運
営
の
改
善
を
図
る
制
度
で
す
。

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
7
人

の
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。〔
任
期
2
年
〕

・
宮
代
俊し
ゅ
ん

一い
ち（
瀬
戸
）

・
鈴
木
順よ
り

子こ（
九
日
市
上
町
）

・
堀
田
晃
一
郎（
城
崎
町
湯
島
）

・
山
崎
　
守（
竹
野
町
東
大
谷
）

・
竹
中
友と
も

雄お（
日
高
町
水
上
）

・
角つ
の

岡お
か

充み

國く
に（
出
石
町
本
町
）

・
渋し
ぶ

谷や

順じ
ゅ
ん

子こ（
但
東
町
唐
川
）

農
業
共
済
功
績
者
表
彰

■
全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

▽
川
端
秀
雄（
香
住
）

平
成
24
年
度「
ひ
ょ
う
ご
の
匠
」

▽
西
山
重し
げ

喜き（
城
崎
町
湯
島
、石
工
）

▽
山
本
　
弘（
但
東
町
水み
ず
し石
、
建

築
大
工
）

ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご

記
念
貨
幣
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

■
五
百
円
貨
幣（
コ
ウ
ノ
ト
リ
）部

門
　
知
事
賞

▽
滝
下
房
夫（
下
陰
）

　

作
品
は
、
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

ペ
ア
を
撮
影
し
た
も
の
で
、記
念
貨

幣
の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長
感
謝
状

▽
宮
口
豊
隆（
日
高
町
観
音
寺
）

▽
宮
口
清き
よ

史し（
日
高
町
観
音
寺
）

　

5
月
2
日
、
日
高
町
観
音
寺
で

発
生
し
た
火
災
で
、
宮
口
豊
隆
さ

ん
と
宮
口
清
史
さ
ん
は
、
早
期
に

現
場
に
駆
け
付
け
、
迅
速
、
的
確

な
消
火
作
業
を
し
、
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。
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●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城崎総合支所
　☎32－0001
●竹野総合支所
　☎47－1111
●日高総合支所
　☎42－1111
●出石総合支所
　☎52－3111
●但東総合支所
　☎54－1000

▲交通取り締まりと啓発活動出
発式
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期
　
間

「
交
通
死
亡
事
故
多
発

非
常
事
態
宣
言
」発
令
中

　

市
内
で
4
月
30
日
〜
5
月
21
日

の
間
に
、
交
通
死
亡
事
故
が
連
続

し
て
発
生
し
、
4
人
の
方
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
4
月
28
日
と
5
月
12
日

に
発
生
し
た
重
傷
事
故
で
、
事
故

か
ら
24

時
間
経

過
後
に

亡
く
な

っ
た
方

2
人
を

含
め
る

と
、
1

カ
月
間
の
交
通
事
故
死
亡
者
が
6

人
に
上
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
打
開
す
る

た
め
、
豊
岡
市
交
通
安
全
対
策
会

議
は
5
月
22
日
、「
交
通
死
亡
事
故

多
発
非
常
事
態
宣
言
」を
発
令
し
、

警
察
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
て
交
通
死
亡
事
故
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、交
通
安
全
を

自
ら
の
課
題
と
し
て
捉
え
、日
頃
か

ら
家
庭
・
地
域
で
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
悲
惨

な
交
通
事
故
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

・
交
差
点
で
は
、は
っ
き
り
・
し
っ

か
り
安
全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

・
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
、十
分
に

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
ま
し
ょ
う

・
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
す
る

と
き
は
、明
る
い
服
装
と
反
射
材

を
身
に
着
け
ま
し
ょ
う

問
生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21

9
0
0
1

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間
〜
犯
罪
や
非
行
を

防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ
〜

　

7
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」強
調
月
間
で
す
。

　

犯
罪
と
非
行
の
防
止
、
更
生
の

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解

と
参
加
を
求
め
る
こ
と
を
重
点
目

標
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

市
内
各
地
域
で
も
、
7
月
1
日

（
日
）か
ら
豊
岡
保
護
区
保
護
司
会
、

豊
岡
地
区
更
生
保
護
女
性
会
に
よ

る
啓
発
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
2

催
　
し

豊
岡
市
・
但
馬
銀
行

も
の
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

日
7
月
9
日（
月
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
市
民
会
館　

4
階　

講
座
室（
立

野
町
）

内
シ
ョ
ッ
ト
ピ
ー
ニ
ン
グ
技
術
の

紹
介
、異
種
材
接
合
に
よ
る
表

面
改
質
技
術
へ
の
応
用

講
師
県
立
大
学
工
学
研
究
科
准
教

授　

原
田
泰
典
さ
ん

申
期
7
月
5
日（
木
）

申
問
経
済
課
も
の
づ
く
り
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
21

9
0
2
4

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
図
書
館
本
館

○
手
作
り
絵
本
教
室

日
7
月
26
日（
木
）、8
月
2
日（
木
）・

9
日（
木
）・23
日（
木
）・29
日（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分（
全

5
回
）

所
図
書
館
本
館　

2
階　

視
聴
覚

講
演
室（
京
町
）

対
小
学
生

料
3
0
0
円（
材
料
代
）

定
30
人

申
期
7
月
19
日（
木
）

○
夏
休
み
子
ど
も
点
字
絵
日
記
教
室

日
7
月
27
日（
金
）、8
月
3
日

（
金
）・
10
日（
金
）・
24
日（
金
）午

前
10
時
10
分
〜
正
午（
全
4
回
）

所
図
書
館
本
館　

2
階　

工
作
交

流
室

対
4
回
全
て
に
出
席
で
き
る
小
学

4
〜
6
年
生

内
点
字
絵
日
記
の
作
成

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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定
10
人

申
期
7
月
18
日（
水
）

申
問
図
書
館
本
館
☎
23

6
1
5
1

■
図
書
館
城
崎
分
館

○
夏
休
み
子
ど
も
点
字
教
室

日
7
月
25
日（
水
）、8
月
1
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
全
2
回
）

所
図
書
館
城
崎
分
館　

お
は
な
し

の
へ
や（
城
崎
町
桃
島
）

対
小
学
3
年
生
以
上

定
10
人

申
期
7
月
20
日（
金
）

申
問
図
書
館
城
崎
分
館

　

☎
21

9
0
7
2

■
図
書
館
竹
野
分
館

○
点
子
ち
ゃ
ん
の
点
字
教
室

日
8
月
9
日（
木
）・
16
日（
木
）午

前
10
時
30
分
〜
正
午（
全
2
回
）

所
図
書
館
竹
野
分
館　

お
は
な
し

の
へ
や（
竹
野
町
竹
野
）

対
小
学
生
以
上

定
10
人

申
期
8
月
5
日（
日
）

申
問
図
書
館
竹
野
分
館

　

☎
21

9
0
7
8

■
図
書
館
日
高
分
館

○
お
た
の
し
み
会
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

日
7
月
25
日（
水
）午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

所
日
高
総
合
支
所　

3
階

対
主
に
小
学
生（
幼
稚
園
児
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

内
工
作
、
歌
、
読
み
聞
か
せ
な
ど

定
30
人

問
図
書
館
日
高
分
館

　

☎
21

9
0
6
0

■
図
書
館
但
東
分
館

○
夏
休
み
子
ど
も
ル
ン
ル
ン
工
作

・
第
1
弾「
ゲ
コ
ゲ
コ
か
え
る
く

ん
人
形
作
り
」

日
7
月
25
日（
水
）午
後
2
時
〜

対
小
学
1
・
2
年
生

・
第
2
弾「
水
族
館
作
り
」

日
8
月
1
日（
水
）・
8
日（
水
）午

後
2
時
〜

対
小
学
3
・
4
年
生

・
第
3
弾「
万
華
鏡
作
り
」

日
8
月
8
日（
水
）午
後
2
時
〜

対
小
学
5
・
6
年
生

共
通
事
項

所
但
東
市
民
セ
ン
タ
ー　

和
室（
但

東
町
出
合
）

申
期
7
月
23
日（
月
）

申
問
図
書
館
但
東
分
館

　

☎
21

9
0
3
6

第
10
回
ア
カ
ペ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ンin

と
よ
お
か

日
9
月
1
日（
土
）午
後
6
時
〜

所
市
民
会
館（
立
野
町
）

料
全
席
自
由
一般
7
0
0
円（
当
日

券
3
0
0
円
増
）、ペア
千
円（
限
定

3
0
0
組
）、高
校
生
以
下
無
料

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

※
チ
ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
販
売
中

他
一
時
保
育
は
8
月
24
日（
金
）ま

で
に
申
込
み

問
市
民
会
館
☎
23

0
2
5
5

ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡　
　

 

「
体
力
測
定
・
運
動
相
談
」

日
7
月
14
日
、
8
月
11
日
、
9
月

8
日
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
8
時

所
ウェル
ス
ト
ー
ク
豊
岡（
立
野
町
）

対
20
歳
以
上
の
市
民

内
体
力
測
定
、ボ
デ
ィ
ス
キ
ャ
ン（
体

組
成
測
定
）、専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
運
動
ア
ド
バ
イ
ス

定
各
50
人

申
方
事
前
に
電
話

※
ボ
デ
ィ
ス
キ
ャ
ン
の
み
の
測
定

は
、
事
前
申
込
み
不
要

他
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
対
象
事
業

（
1
0
0
ポ
イ
ン
ト
）

申
問
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
総
合

受
付
窓
口
☎
24

0
5
8
2

募
　
集

「
水
の
事
故
ゼ
ロ
運
動
」

参
加
者
募
集

日
7
月
21
日（
土
）・
8
月
25
日

（
土
）午
後
1
時
30
分
〜

所
竹
野
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー（
竹

野
町
竹
野
）

対
小
学
生

内
着
衣
泳
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

浮
遊
体
験

料
6
0
0
円

定
各
8
人

持
濡
れ
て
も
い
い
服
装
、
着
替
え
、

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ

申
期
7
月
13
日（
金
）

申
問
竹
野
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
47

1
8
0
5

高
校
生
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
1
弾
！
平
田
オ
リ
ザ
in
豊
イ
ン

岡

「
高
校
生
演
劇
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」

受
講
生
募
集

日
8
月
9
日（
木
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分
、
10
日（
金
）午
前

9
時
30
分
〜
午
後
3
時（
全
2

回
）

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手
町
）

対
高
校
生（
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

内
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
師
劇
作
家
・
演
出
家　

平
田
オ

リ
ザ
さ
ん

定
50
人

申
方
申
込
書
に
記
入
の
上
、
持
参
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
郵
送

申
問
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
〒
6
 6 

8
0
0
3
1　

大
手
町
4
5
）

　
☎
24
3
0
0
0
Ｆ
24
3
0
0
4

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申し込み先　問問い合わせ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順
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「
豊
岡
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

2
0
1
3
」掲
載
企
業
募
集

　

市
内
の
企
業
を
市
内
外
の
高
校

生
・
大
学
生
な
ど
に
周
知
し
、
若

年
労
働
者
の
確
保
を
目
的
に
作
成

す
る「
豊
岡
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
2
0
1
3
」に
掲
載
す
る
企
業

を
募
集
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
概
要

・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
、
2
5
0
0
部

製
本

・
企
業
情
報
ペ
ー
ジ（
1
社
に
つ
き

2
ペ
ー
ジ
）、豊
岡
市
紹
介
ペ
ー

ジ
な
ど
で
構
成

・
掲
載
す
る
企
業
情
報
は
、
会
社

概
要
、
会
社
紹
介
、
募
集
実
績

な
ど

・
市
内
外
の
高
校
、
大
学
な
ど
に

配
布
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載

対
市
内
に
事
業
所
、
支
社
、
工
場

な
ど
を
有
し
、
今
後
、
職
員
採

用
の
可
能
性
が
あ
る
企
業

掲
載
料
5
千
円

申
方
経
済
課
に
あ
る
申
込
書（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に

記
入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
ま
た
は
メ
ー
ル

申
期
7
月
25
日（
水
）

申
問
経
済
課
経
済
係

　
☎
23
4
4
8
0
Ｆ
22
3
8
7
2

　
ホhttp://w

w
w
.city.

　
　
　
　
　
　

 toyooka.lg.jp

　
メkeizai@

city.toyooka.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 lg.jp

平
成
24
年
度
公
立
豊
岡
病
院
組
合
立

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー

1
日
人
間
ド
ッ
ク（
新
設
）受
診
助
成

希
望
者
募
集

対
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
市
民

・
40
歳
以
上（
平
成
25
年
3
月
31

日
時
点
）

・
市
の
指
定
す
る
日
程
で
受
診
可

能
・
職
場
な
ど
で
人
間
ド
ッ
ク
助
成

制
度
が
な
い

・
平
成
24
年
度「
す
こ
や
か
市
民

健
診
」・「
個
別
健
診（
特
定
健

診
）」を
受
診
し
な
い

受
診
期
間
10
月
〜
平
成
25
年
3
月

定
50
人

申
方
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
、

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
に
あ
る「
助
成
申
込
書（
は
が

き
）」に
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送

申
期
定
員
に
達
す
る
ま
で

他
受
診
日
は
後
日
通
知（
受
診
日

は
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
い
場

合
あ
り
）

申
問
健
康
増
進
課
保
健
医
療
政
策

係
☎
24

1
1
2
7

「
市
民
健
康
大
学
」受
講
者
募
集

日
8
〜
11
月
の
第
1
・
3
水
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
40
分

（
8
月
は
、
第
2
・
4
水
曜
日
）

※
計
8
日
間
で
16
講
座

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

対
原
則
、
全
日
程
受
講
可
能
な
方

（
希
望
講
座
の
み
の
受
講
も
可
）

講
義
内
容
生
活
習
慣
病
の
予
防
と

運
動
、
意
外
と
身
近
な
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
、
た
ば
こ
対
策
・

受
動
喫
煙
、
も
し
私
が
認
知
症

に
な
っ
た
ら
、
歩
い
て
暮
ら
す

ま
ち
づ
く
り
な
ど

申
方
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
連
絡

申
期
7
月
31
日（
火
）

申
問

日時
①７月21日（土）午前９時30分～（受
付：午前９時）

②７月23日（月）午前９時～（受付：午
前８時45分）

場所 ①五荘地区公民館　多目的ホール
②出石総合支所　大会議室

対象 ①豊岡・城崎・竹野地域の小学生
②出石・日高・但東地域の小学生

部門
小学校低学年の部（１～３年生）
小学校高学年の部（４～６年生）
※男女の別はありません。

表彰

　各部門１位から３位までには賞状
を贈呈します。
※両大会の上位入賞者は、但馬地区
子ども会少年少女将棋大会〔８月26日
（日）・但馬文教府〕に出場できます。

申込期限７月13日（金）

申込み・
問合せ

①豊岡地域子ども会連絡協議会（生涯学
習課内）☎23-0341　FAX24-4669

②出石地域子ども会連絡協議会（出石総
合支所地域振興課内）☎52-3111　
FAX52-6033

医療機関 種別 基本料金
加入してい
る保険の種
類

市助成
額

自己負
担額

日高医療
センター １日 45,150円

豊岡市国保・
後期高齢者 22,000円 23,150円

その他保険 12,000円 33,150円

＜受診助成内容＞

※オプション検査の種類・料金掲載のチラシを「助成申
込書」配布窓口に設置しています。

チビッコ将棋大会参加者募集
　豊岡市子ども会連絡協議会では「集中力」が
養われ、「礼儀正しさ」が身に付く、小学生対象
の「将棋大会」を２会場で開催します。
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・
豊
岡
市
医
師
会
事
務
局

　

☎
22

1
0
8
0（
月
〜
金
曜

日
午
後
1
時
〜
4
時
）

　
Ｆ
22

1
0
8
1

・
市
健
康
増
進
課
☎
24
1
1
2
7

　
Ｆ
24

9
6
0
5

教
室
・
講
座

地
域
い
き
い
き
応
援
隊

養
成
講
座（
日
高
会
場
）

所
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
日

高
町
祢に
ょ
う布
）

対
応
援
隊
の
活
動
に
関
心
が
あ
り
、

地
域
や
仲
間
に
知
識
や
実
践
方

法
を
広
め
て
い
く
意
欲
の
あ
る

方
で
、
原
則
、
5
回
の
講
座
を

全
て
受
講
で
き
る
方

定
30
人
程
度

申
方
電
話
ま
た
は
窓
口
へ
来
庁

申
期
7
月
13
日（
金
）

※
豊
岡
地
域
は
、
10
〜
12
月
に
開

講
予
定

申
問
健
康
増
進
課

　
☎
24
1
1
2
7
Ｆ
24
9
6
0
5

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

〜
調
理
が
初
め
て
の
方
大
歓
迎
〜

日
7
月
25
日
、
8
月
8
日
・
22
日
、

9
月
12
日
・
19
日
い
ず
れ
も
水

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30

分（
5
回
コ
ー
ス
）

所
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡　

1
階

調
理
実
習
室（
立
野
町
）

対
市
内
在
住
の
男
性

内
健
康
講
話
・
調
理
実
習

料
千
円（
5
回
分
）

※
初
回
に
徴
収

定
15
人

申
期
7
月
9
日（
月
）〜
20
日（
金
）

申
問
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

木
工
・
ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
教
室

日
8
月
5
日（
日
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
1
時（
受
付
午
前
9
時
〜
）

　

※
雨
天
決
行

所
竹
野
南
森
林
公
園（
竹
野
町
森
本
）

※
受
付
は
竹
野
南
地
区
公
民
館（
竹

野
町
森
本
）

内
板
と
糸
ノ
コ
を
使
っ
た
組
木
作

り
と
電
熱
ペ
ン
を
使
っ
た
ク
ラ

フ
ト
作
り

料
千
円（
中
学
生
以
下
5
0
0
円
）

定
10
人

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴

持
軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨
具

※
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
調

理
。
食
材
は
竹
野
南
里
山
の
会

で
用
意

申
期
7
月
25
日（
水
）

申
問
竹
野
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21

9
0
7
3

相
　
談

平
成
24
年
度
身
体
障
害
者

移
動
相
談（
但
馬
地
域
）

日
8
月
10
日（
金
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
0
時
30
分

所
日
高
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
日

高
町
祢
布
）

対
肢
体
障
害
者

相
談
内
容
補
装
具（
義
肢
、
装
具
、

車
い
す
）支
給
・
修
理
の
判
定
、

補
装
具
装
用
指
導
な
ど

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
診
断

は
行
わ
な
い

持
身
体
障
害
者
手
帳
、現
在
使
用
し

て
い
る
義
肢
・
装
具
・
車
い
す

申
期
7
月
27
日（
金
）

申
問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
24

7
0
3
3
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

そ
の
他

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携
　

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
・
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

場
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　

☎
22

6
1
1
1

日程 時間 内容

第１回 ７月27日（金）

13：30

～

15：30

介護予防について（講話）、筋力チェッ
ク・歩き方の講習（実技）　など

第２回 ８月３日（金） 地域における活動について（講話、座
談会）、ストレッチ体操の指導法（実技）

第３回 ８月17日（金） 認知症・うつ病予防について（講話）、
集いの場で行うレクリエーション（実技）

第４回 ８月31日（金） 身体の機能と運動（講話）、集いの場で
行う体操（実技）

第５回 ９月７日（金） 集いの場で行う体操の指導法（実技）、
情報交換、修了式

＜日時・内容＞

月日 担当医師・
住所

7
月

８日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

22日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）
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豊岡 城崎温泉 竹野 香住 餘部 浜坂 岩美 鳥取（着）
９：08 ９：23 ９：34 10：01 10：12 10：32 10：58 11：19

14：09 14：32 14：42 15：07 15：18 15：34 15：53 16：12

＜豊岡⇒鳥取方面＞

鳥取 岩美 浜坂 餘部 香住 竹野 城崎温泉 豊岡（着）
９：00 ９：20 ９：36 ９：50 10：01 10：17 10：26 10：37

13：47 14：12 14：35 14：48 15：09 15：38 15：51 16：01

＜鳥取⇒豊岡方面＞

番号 所在地番

不-08 下陰字西町234番１他１筆
不-09 下陰字西町257番７

不-12 竹野町御又字長井谷口94番８他１筆

不-13 日高町祢布字石ヶ坪780番１他２筆

不-14 日高町野々庄字西畠230番地７

快
速
ジ
オ
ラ
イ
ナ
ー
を
利
用

し
た
団
体
旅
行
の
鉄
道
運
賃
の

一部
を
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
J
R
西
日
本
が
運
行

す
る
臨
時
快
速
列
車
山
陰
海
岸
ジ

オ
ラ
イ
ナ
ー
を
利
用
し
た
団
体
に

対
し
て
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
条
件
次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
こ
と

・
8
人
以
上
の
団
体

・
豊
岡
駅
〜
鳥
取
駅
の
一
部
ま
た

は
全
区
間
、
鉄
道
を
利
用

・
少
な
く
と
も
片
道
は
ジ
オ
ラ
イ

ナ
ー
を
利
用

対
象
経
費
豊
岡
駅
〜
鳥
取
駅
の
実

利
用
区
間
に
掛
か
っ
た
鉄
道
運

賃（
特
急
利
用
時
の
特
急
料
金

は
対
象
外
）

※
団
体
割
引
等
各
種
割
引
を
受
け

て
乗
車
し
た
場
合
は
、
割
引
後

の
運
賃

補
助
率
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以
内

申
請
方
法
申
請
書
・
請
求
書
に

記
入
の
上
、
領
収
書（
掛
か
っ

た
鉄
道
運
賃
が
分
か
る
も
の
）、

旅
行
行
程
表
を
添
え
て
持
参

※
領
収
書
が
な
い
場
合
は
補
助
で

き
ま
せ
ん
。

○
夏
期
ジ
オ
ラ
イ
ナ
ー
運
行
ダ
イ

ヤ（
7
月
1
日
〜
9
月
30
日
の

申
請
問
都
市
整
備
課
交
通
政
策
係

☎
23

1
7
1
2

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
不
動
産
公
売
中
止
物
件
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

3
月
25
日
発
行
の
市
広
報
紙
に

掲
載
の
不
動
産
公
売
物
件
14
件
の

土
・
日
曜
日
、
祝
日
運
行
）

う
ち
、
次
の
物
件
の
公
売
を
中
止

し
ま
し
た
。

■
日
曜
納
税
相
談

日
7
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
南
庁
舎　

1
階（
税
務

課
内
）

内
納
税
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど

※
税
金
の
納
付
も
可

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

公
売
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
競
り
売
り

参
加
申
込
期
間
7
月
6
日（
金
）午

後
1
時
〜
20
日（
金
）午
後
11
時

競
り
売
り
期
間
7
月
27
日（
金
）午

後
1
時
〜
29
日（
日
）午
後
11
時

代
金
納
付
期
限
8
月
6
日（
月
）午

後
3
時

公
売
物
件
ダ
ン
プ
な
ど
20
点（
予
定
）

参
加
申
込
方
法
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
の
参
加（
7
月
6
日
公
開
予
定
）

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_city

参
加
資
格
一
部
の
例
外
を
除
き
、

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
原
則

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

公
売
保
証
金
の
納
付
が
必
要

（
公
売
保
証
金
不
要
物
件
を
除

く
）

他
次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
に
関
す

る
情
報
を
提
供

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の

公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

○
下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

よ
く
見
て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
下
見
会
へ
の
参
加
申
込
み

は
不
要
で
す
。

日
7
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
3
時

所
市
役
所
南
庁
舎　

1
階　
ロ
ビ
ー

※
大
型
物
件
は
下
見
会
に
展
示
し

ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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問
税
務
課
収
税
係

　

☎
23

1
1
1
8

平
成
24
年
度
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　

有
効
期
限
が
平
成
24
年
9
月
30

日
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
で
、
平
成
24
年
10
月

1
日
以
降
も
引
き
続
き
受
給
者
証

の
交
付
を
希
望
す
る
方
は
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
な
ど

・
更
新
交
付
申
請
書

・
臨
床
調
査
個
人
票（
診
断
書
）

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
患
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

・
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
税
額

を
証
明
す
る
書
類（
生
計
中
心

者
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
生

計
中
心
者
の
所
得
税
額
を
証
明

す
る
書
類
の
み
）

・
重
症
申
請
書（
重
症
申
請
す
る

方
の
み
）

・
重
症
申
請
用
診
断
書（
重
症
申

請
す
る
方
の
み
）

・
高
額
療
養
費
の
所
得
区
分
の
確

認
に
お
け
る
保
険
者
か
ら
の
情

報
提
供
に
係
る
同
意
書（
保
険

変
更
す
る
方
の
み
）

申
請
期
間
7
月
2
日（
月
）〜
9
月

28
日（
金
）

他

・
受
給
者
証
発
行
に
は
2
カ
月
程

度
か
か
る
た
め
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
は
、受
給
者
登
録
住
所
に

送
付
。7
月
上
旬
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
問
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所（
豊

岡
保
健
所
）地
域
保
健
課

　

☎
26

3
6
7
2

「
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」  

開
催
日
時
等
変
更
の
お
知
ら
せ

　

6
月
10
日
発
行
の
市
広
報
紙（
5

ペ
ー
ジ
）に
掲
載
の「
中
貝
市
長
と

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」に
つ
い
て
、開

催
日
時
、
申
込
期
限
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。

○
変
更
後

会
場
日
時

・
城
崎
総
合
支
所
…
7
月
30
日（
月
）

1
回
目
午
後
2
時
〜
3
時
、2
回
目

午
後
3
時
15
分
〜
4
時
15
分
、3
回

目
午
後
4
時
30
分
〜
5
時
30
分

・
竹
野
総
合
支
所
…
8
月
8
日（
水
）

（
時
間
は
変
更
な
し
）

※
そ
の
他
の
会
場
の
開
催
日
時
は

　

変
更
な
し

申
期
7
月
5
日（
木
）

申
問
秘
書
広
報
課
広
報
・
交
流
係

　
☎
23
1
1
1
1
Ｆ
24
1
0
0
4

　
メkouhou@

city.toyooka.lg.jp

FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

豊岡市へのU・Iターンをサポートする『ジョブ・サポ豊岡』
主な情報提供サービス豊岡市へU・Iターンを希望する方はご登録ください。

登録の際にご利用ください。な
お、登録後、求職申込書を送
付します。

■（学生）
　企業説明会や就職面接会などの情
報をメールなどで発信
■（学生以外）
　求人情報の発信。紹介状の交付、
住宅情報の提供

就職斡旋サービス
■ジョブ・サポ豊岡に登録された求職情
報は個人を特定できる情報を除き、
随時、企業に情報提供（PR）します。 

■企業から面接希望があれば、求職
者に連絡します。 

【問 合 せ】ジョブ・サポ豊岡（豊岡市経済部経済課）豊岡市中央町2-4　豊岡市役所南庁舎別館1階
 　　　　  ☎21-9008　FAX22-3872　メールアドレス：keizai@city.toyooka.lg.jp
【開設日時】月～金曜日の週5日（土・日曜日、祝日を除く）午前9時～午後5時
【業務内容】求人情報の閲覧・相談業務・紹介業務（窓口で相談を希望する場合は、事前に予約してください）

 

U・Iターン希望者
情報提供

ジョブ・サポ　豊岡

市内企業 関係機関

・登　録
・就職相談
・各種問合せ

・Uターン希望者
　情報提供
・求人情報

・就職斡旋
・企業情報の提供
・フェア等開催情報のお知らせ
・関連機関情報の提供　など

・Uターン希望者
　情報提供
・関連情報

【豊岡中央青果株式会社　新卒入社　Uターン　Nさん】
　ジョブ・サポ豊岡が発行する企業ガイドブックを見て
企業を知ることができました。就職活動の中で学んだ事
は『投げ出したくなっても』情報収集はやめないこと！ 
見過ごして後悔しないために。そしてあきらめないこと！ 
きっとチャンスはあるから。

【特別養護老人ホーム　楽々むら　Uターン　Tさん】
　友人から教えてもらったジョブ・サポ豊岡の情
報が役に立ち、相談も親身になって対応していた
だきました。これからの時代に重要な仕事に就き
ベテランさんに負けない技術を習得するのが目標
です。

ジョブ・サポ豊岡
利用者の声



　図書館では、夏休み期間中にあわせて、各種教
室を計画しています。夏休みの思い出作りに皆さ
んの申込みをお待ちしています（行事予定をご覧く
ださい）。

・豊岡本館
　｢手作り絵本教室｣｢子ども点字絵日記教室｣
・各分館
　｢点字教室｣｢わくわくランド｣｢工作教室｣

島の本
＜ 一 般 ＞

くちびるに歌を
中田永一／著（小学館）

　女子だけの合唱部に男子が入部。
夏のコンクールを目指す彼女たちは、
遊び半分の彼らがわずらわしいばか
りだったが…。五島列島の中学校を
舞台にしたすがすがしい青春小説。

＜ じ ど う ＞
海べのあさ
ロバート・マックロスキー／文・絵
石井桃子／訳　（岩波書店）

　サリーが目を覚ますと、歯がグラグ
ラ。お母さんに尋ねると「大きくなっ
た証拠だよ」と言われ、誇らしい気持
ちでいっぱいに。島で暮らす一家の伸
びやかな日常が描かれています。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

7月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

7月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 日
2 月
3 火 （休館日）

4 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
11：00～ おはなしのゆりかご　乳

5 木
6 金 11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

7 土
10：10～ 豊岡 土曜としょかん（たなばた笹飾り）　児

10：30～ 竹野 テーマであそぼ！「おてつだいできるかな？」
（牛乳パック工作　じょうろ作り）　幼 児

但東 おはなしのもり　幼 児
8 日
9 月
10 火 （休館日）
11 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
12 木
13 金

14 土 10：30～ 城崎 おはなしランド（ミニ水族館）　児
日高 絵本からのおくりもの　幼 児

15 日
16 月 （休館日）
17 火 （休館日）
18 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
19 木
20 金

21 土
10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
13：00～ 但東 切り紙Ａｒｔ　般
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

22 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
23 月
24 火 （休館日）

25 水
10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

城崎 夏休み子ども点字教室　児
13：30～ 日高 おたのしみ会わくわくランド　幼 児
14：00～ 但東 夏休み子どもルンルン教室　児

26 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳
出石 えほんのとびら　乳 幼

13：30～ 本館 手作り絵本教室　児
27 金 10：10～ 本館 夏休み子ども点字絵日記教室　児

28 土 10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
但東 おはなしのもり　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児
29 日 13：30～ 竹野 たけの子映画会　児 般
30 月
31 火 （休館日）
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7月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 19日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 21日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん 内　容 手遊び、紙芝居、さかなつり作り、ごっこ遊び

日　時 ４日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 笹飾り、歌、シアター、お楽しみ会

日　時 12日（木）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 プール遊び、親子ふれあい遊びなど
持ち物 水着､ バスタオル、お茶など

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

七夕会
日　時 ４日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着40組
内　容 ペープサート＆ハンドベル、笹飾り
参加費 親子１組100円、追加50円（おやつ代）
申込開始 ６月27日（水）

わいわいコーラス

パパと遊ぼうデー

日　時 17日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や童謡、唱歌を歌う

日　時 14日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 テラスで水遊び

親子３B体操

なかよし広場

日　時 11日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着20組
講　師 日本３B体操協会　永尾恵子さん
申込開始 ６月29日（金）

日　時 20日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 おおむね２歳までの乳幼児と保護者
内　容 保健師によるミニ講話、相談、親子ふれあい遊び、計測

プール遊び　於：竹野Ｂ＆Ｇ海洋センター
日　時 10日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 小プールでお母さんと水に親しむ（水着着用）
講　師 Ｂ＆Ｇ指導員　原田紗也子 申込期限 ５日（木）

絵本の読み聞かせの会

パパと遊ぼうデー｢親子遊び｣

七夕会

おでかけ広場　於：清滝地区公民館

日　時 １日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子運動遊び（こども育成課　仲義　健）

パパと遊ぼうデー（親子ふれあい運動遊び）
日　時 11日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　先着15組
申込期限 ７日（土）

なかよし広場
日　時 18日（水）午前10時～正午
対　象 妊婦、おおむね１歳の乳幼児と保護者
内　容 保健師による子どもの身体計測、ベビー体操、ベビーマッサージなど
持ち物 母子手帳、ハンカチタオル、バスタオル、飲み物

３Ｂ体操　ベビーマッサージ
日　時 ５日（木）、11日（水）午後１時30分～２時30分
対　象 ３カ月～１歳の乳児と保護者　先着20組
講　師 日本３B体操協会　今井眞理子さん、西垣満子さん、永尾恵子さん
申込開始 ６月29日（金） その他 ２日間参加できる方

日　時 21日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 赤ちゃんでもできるジャンケン遊び、バルーン遊びなど

日　時 26日（木）午後１時30分～２時45分
対　象 １、２歳の幼児と保護者　先着20組
講　師 こども育成課　仲義　健、西松夕紀子
申込開始 13日（金）

パパと遊ぼうデー

おやこっこ運動遊び

絵本の読み聞かせと折り紙
日　時 26日（木） 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ①ほっとたいむ ２日（月）、26日（木）午前11時～

②おやこふれあいたいむ 23日（月）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

おやこっこ水遊び　於：しばっこ広場（アイティ７階）

なかよし広場　於：豊岡市民プラザ　ほっとステージ

手遊び＆ふれあい遊び

日　時 19日（木）、20日（金）、27日（金）、30日（月）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　※前日までに申込みを
内　容 自由に水遊び（手作り金魚すくい、バチャバチャ遊び）
持ち物 水着、ビーチサンダル、帽子、着替え､バスタオル、お茶

日　時 18日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測、子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師、助産師、子育て支援ボランティア

日　時 12日（木）午後１時30分～午後３時
対　象 １歳の幼児と保護者　　先着25組
内　容 手遊び、親子遊びなど 申込開始 ２日（月）

７月の子育ち＆親育ち講座　於：豊岡市民プラザ　練習室

七夕の集い

日　時 20日（金）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 子どもと集団生活 申込開始 11日（水）

日　時 ３日（火）午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 笹飾り、お楽しみ会（劇、そうめん）
持ち物 笹（約70センチ）、箸、お茶 参加費 １家族100円

たまごボーロスペシャルたいむ
日　時 13日（金）午後２時～３時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 豊岡総合高校のお姉さんたちと遊ぼう！

おたのしみ広場
日　時 18日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 紙芝居、パネルシアター、ダンス

おはなし広場
日　時 ７日（土）、28日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

絵本の読み聞かせ＆折り紙製作
日　時 18日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本の読み聞かせ、季節の折り紙製作
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出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）
☎52－6222 FAX 53－2131（月・火曜日休館）

施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
市民会館 （立野町）

☎23－0255 FAX 24－0952（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

■第92回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。

■『祈り-1945』平和を願う朗読劇･豊岡2012
　ヒロシマ・ナガサキの原爆の記録から、手記や詩歌を
構成したオリジナル台本で上演する朗読劇です。市民
の平和を願うメッセージと短歌も展示します。

■平和を願い、命の大切さを詠うメッセージ
および短歌を募集します！

　戦争のない平和な世界を願い、命の大切さを詠うメッ
セージおよび短歌を募集します。メッセージ・短歌は、豊
岡市民プラザ交流サロンに展示します。
◇応募方法　所定のはがき他自由な書式に住所・氏
名・年齢を記入の上、持参、郵送、ファックス、または
メールで応募してください。
◇応募期限　８月３日（金）
◇メッセージはがき設置場所　豊岡市民プラザ、生涯
学習課、各総合支所、各地区公民館、市民会館、ひ
ぼこホール、図書館本館、コウノトリ文化館、植村直己
冒険館、伊藤清永美術館、日本・モンゴル民族博物館

■第14回　プラザ寄席「ふれ愛亭」

■『原爆の図』展　（丸木美術館提供）同時開催

■東京大衆歌謡楽団

　７月13日（金）　開演19：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　サキソフォーン・アンサムブル“マロニ

エ･ガールズ”＆その仲間たち
◇内　容　サマーナイトジャズコンサート
◇曲　目　スター・ダスト、ムーンライトセレナー

デ、夜明けのスキャット　ほか
◇入場料　無料

　８月４日（土）　開演19：00（開場18：30）
　　　５日（日）　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由　一般500円
　　　　　高校生以下無料（無料入場券が必要です）
◇一時保育　７月25日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中
※チケットは、豊岡市民プラザのほかに、市民会館、
図書館本館、城崎･竹野･日高地区公民館、ひぼこ
ホールで購入できます。

※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

　７月28日（土）　開演18：30（開場18：00）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語会、たんたん落語笑年団
◇入場料　全席自由　一般500円
　　　　　高校生以下300円
◇一時保育　７月18日（水）までに申し込みください。
※５月25日発行の市広報紙で開演｢19：00｣とあるのは
｢18：30｣の誤りでした。お詫びして訂正します。

　８月３日（金）～９日（木）　９：00～22：00
　　　　  〔最終日は17:00まで。７日（火）は休館〕　
◇場　所　交流サロン　◇入場料　無料

　９月16日（日）
　　開演13：30（開場13：00）
◇入場料　全席指定
　　　　　Ａ席1,000円、
　　　　　Ｂ席800円、
　　　　　桟敷席（ペア）
　　　　　1,600円
　　　　　（当日券は各500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　９月７日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売日
　友の会　発売中　一般　７月４日（水）～

■宗次郎 オカリナコンサート
古 ～いにしえみち～ 道

　万葉のこころ、古
いにしえ
の道に思いを馳せ

る音楽会。あなたの心のふるさとへ、オ
カリナとともに旅してみませんか。

■中野勘太郎一座『国定忠治』公演中止のお知らせ
　７月８日（日）開催予定の中野勘太郎一座『国定忠
治』公演は、出演者の健康上の理由により中止する
こととなりました。
　公演を楽しみにされていた皆さんには、大変ご迷
惑をお掛けし、申し訳ありません。
　なお、公演中止に関することは、ひぼこホールへ
問い合わせください。

　７月14日（土）
　　開演18：30（開場18：00）
◇入場料　全席指定　一般3,000円（友の会2,700円）
　　　　　中学生以下1,500円（当日券は500円増）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　７月６日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

■とよおか･シネマオアシスvol.8
『ライフ－いのちをつなぐ物語－』

　８月５日（日）
　　１回目　上映10：30
　　　　　 （開場10：00）
　　２回目　上映14：00
　　　　　 （開場13：30）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円
　　　　　（友の会900円）
　　　　　中学生以下500円
※３歳未満児は入場できません。
◇一時保育　７月27日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中

広報とよおか　2012.6.25 38



平成24年６月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

7月の主な行事
JULY

平成24年

15（日）田んぼの学校（９：30～コウノトリ文化館周辺）
川に親しむつどい

（10：00～中竹野小学校付近）

16（月）海の日気比の浜・大宝探し大会（10：00～気比の浜）

17（火）
18（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）なかよし広場

（10：00～竹野子育てセンター）

19（木）おやこっこ水遊び（10：15～しばっこ広場、20日、27日、30日）

20（金）
21（土）第15回ミニ企画展｢かぶとむしとその仲間たち｣（但馬国府・国分寺館、～９月２日）

パパと遊ぼうデー
（10：30～子育て総合センター）

パパと遊ぼうデー
（10：30～出石子育てセンター）

22（日）ベンチャーズ・ジャパンツアー（18：00～出石文化会館ひぼこホール）

23（月）日高夏まつり（16：00～ＪＲ江原駅周辺）城崎温泉　夏物語・夢花火
（20：00～城崎温泉街、～８月26日）

24（火）運動遊び（10：30～竹野子育てセンター）
25（水）おたのしみ会（13：30～日高子育てセンター）
26（木）なかよし広場（10：30～日高子育てセンター）
27（金）
28（土）コウノトリ但馬空港フェスティバル’12（９：30～コウノトリ但馬空港、～29日）

第14回プラザ寄席｢ふれ愛亭｣
（18：30～豊岡市民プラザ）

29（日）
30（月）コウノトリ子育て支援メッセージ“夢へのチャレンジ”バレーボール教室

（総合体育館、～31日）
たけの海上花火大会（20：00～竹野浜）

31（火）

ひ
と
り
ご
と

合　計 男　性 女　性 世帯数
87,656人（－34人） 42,007人（－10人） 45,649人（－24人） 32,531世帯（+17世帯）

1（日）第26回企画展｢漆の文化史｣（但馬国府・国分寺館、～８月28日）
但馬ドームセンター棟ギャラリー「神田優
写真展～四季の写真に魅せられて～」

（県立但馬ドーム）
第57回企画展｢暮らしとやきもの｣
（日本・モンゴル民族博物館、～９月18日）
パパと遊ぼうＤ

䝕 䞊

ＡＹ！
（10：30～日高子育てセンター）

竹野海岸海開き（竹野浜、切浜、弁天浜）

2（月）
3（火）七夕の集い（10：00～竹野子育てセンター）
4（水）
5（木）
6（金）
7（土）第１回世界ジオパークトレイルラン2012 in 山陰海岸（神鍋高原周辺、～８日）

8（日）第２回オープンウォータースイミング大会（竹野浜海水浴場）
第５回フォークまつり

（14：00～豊岡市民プラザ）
山陰海岸ジオパーク遊覧船就航

（竹野浜発着、～８月19日）

9（月）
10（火）気比の浜海開き
11（水）そとあそび広場（10：00～竹野子育てセンター園庭、25日：竹野駅前児童公園）

12（木）おでかけ広場（10：15～清滝地区公民館）
13（金）
14（土）パパと遊ぼうデー（10：30～竹野子育てセンター）

とよおかこどもまつりパート２
（11：00～子育て総合センター）

宗次郎オカリナコンサート
（18：30～市民会館）

▼
世
界
の
８
千
メ
ー
ト
ル
峰
全
14
座
を

制
覇
し
た
日
本
の
登
山
家
。
14
座
目

の
登
頂
は｢

頂
上
に『
触
れ
て
き
た
』感

じ
。命
を
守
る
た
め
早
く
下
山
し
た
か

っ
た｣

と
言
う
。｢

生
き
て
戻
る
こ
と｣

…

数
々
の
冒
険
家
が
口
に
す
る
言
葉
を
胸

に
、
彼
の
挑
戦
は
続
く
…
す
ご
っ
！ 

◯Ｋ1

広報とよおか　2012.6.2539



40広報とよおか　2012.6.25

東井義雄 （1 9 1 2～ 1 9 9 1）
但東町佐々木出身　教育者

　東井義雄は、ひ
たすら「いのちの教
育」の探究に尽くし、
「日本のペスタロッ
チ」（近代教育をつ

くったスイスの教育者）と呼ばれた教育者で
す。小学校を中心に40年間にわたって教師
を務め、常に子ども
の側にある教育を目
指し、命の不思議、
命の素晴らしさ、そ
して「教育の原点」を
説いてきました。今
でも彼の残した言葉
や教えを心の支えに
する人が全国にいま
す。

　東井義雄は、心が温まる、
自分を見直す、そんな「いの
ちのことば」をたくさん遺し

ました。それは、東井義雄の人生の出来事そのもの
から生まれた魂の言葉です。また、その言葉の中に
は「人づくり」「まちづくり」のキーワードもたくさん
あります。
●一番は尊いしかし一番よりも
尊いビリだってある
　　姫路師範学校では全員が何
かの部に入らなければならず、
東井はマラソン部に入部しま
した。しかし、運動の苦手な東井は卒業するまで
ビリを走り続けました。ビリを走りながら東井は、
「教員になったら、ビリッコの子どもの心を分かっ
てやれる教員になろう。とび箱の跳べない子、泳
げない子、勉強の分からない子どもの悲しみを分
かってやれる教員になろう。『できない子は、努力
が足らないからだ』などと、子どもを責める教員
にはなるまい」と心に決めたのでした。
●生きていることのただごとでなさ
　　敬愛する父の死、それに前後して愛児の大病に遭
遇し、いのちのただごとでなさに気付きます。また、わ
が子のいのちをとおして、受け持ちの子ども60人のい
のちのただごとでなさにも気付きます。
　その他、たくさんの「いのちのことば」を残してい
ます。

•『どの子も子どもは星』
•『根を養えば樹はおのずから育つ』　
•『ほんものはつづく、つづけるとほんものになる』
•『百千の灯あらんもわれを待つ灯は一つ』
•『○は大きく×は小さく』…

東井義雄の人生
そのものから生まれた
いのちのことば

《東井義雄記念館》
■場　　所　但東町出合150（但東市民センター内）
■開館時間　午前10時～午後４時
■休　館　日　火曜日・祝日・年末年始
■入　館　料　無料
■内　　容　・東井義雄著書および共著関係140冊　
　　　　　　・論文、実践記録等掲載雑誌900冊
　　　　　　・東井義雄関連図書（序文、紹介など）60冊
　　　　　　・東井蔵書2,750冊
　　　　　　・遺墨、遺品など
　　　　　　・ビデオ（東井義雄の生涯、他）
■問　合　せ　但東総合支所地域振興課☎54-1000（代表）
■東井義雄記念館ホームページ　
　http：//www3.city.toyooka.lg.jp/toui-kinenkan/index.html

代表作：『村を育てる学力』
　昭和32年、明治図書から出版
された教育実践記録です。小さ
な山奥の、つっぱり学校といわ
れ何時倒れてもおかしくないよ
うな相

あい

田
だ

小学校（但東町相田）で
ハツラツとして営まれた、教育の報告です。
　『村を育てる学力』では、学習の基盤にこ
の国土や社会に対する「愛」を据え付けて
おきたいと書いています。東井は、生活か
らかけ離れた学問などないと、生活の中か
ら課題を発見し、教師や地域と課題を共有
しました。そして、問題を解決していく課
程の中から育つ子どもの生きた学力が確立
することを発見し、実践しました。そこか
ら連帯が生まれ、共感が育ち、親を捨てず、
家を捨てず、村をも見捨てない学力が育つ
と説いています。

　私たちの暮らしの発展に尽くし、近代日本の礎を築いた人、スポーツ・芸術の普及発展に心血を
注いだ人など、豊岡にはさまざまな先人たちの心が息づいています。
　その先人たちに学び、志を引き継ぎましょう。

　《問合せ》文化振興課☎23-1160

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡偉人伝　2

自転車通勤する東井義雄

生誕100年を迎えた　但東町出身の偉大な教育者　東井義雄

東井義雄（中央）と子どもたち


